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まえがき

昭和 45年度は特K公害問題が大き〈クローズアタプされ，急速K世論を喚

起した年であった。 4月Kは公害対策基本法Kもとずぐ水質汚濁K係る環境基準

の水域類型の決定がをされ， 1 2月の第 64回国会vcj;~いて公害関係 1 4法案が

審議され可決成立した。 46年 6月末Kはそれぞれ政令等の整備も行まわれ，発

効するとと Kまっている O

下水道法Kは新たtて下水道が公共用水域の水質保全K資するととが目的として

明記され，水質汚濁防止事業としての下水道の位置付けがはっきりした。を?とと

れK伴左い昭和 46年度を初年度とする下水道整備第 3次 5ヶ年計画も決定され，

b ぐれている水質汚濁対策としての下水道事業も軌道Kのりはじめ光次第である。

とのよう在情勢のもとに，下水処理場の水質管理は全体としてはj;~ ).むね良好

走結果を得たが，工場排水流入量の多い北部下水処理場では，時Kは処理Kかを

りの困難を来?とした苗が見受けられた。

したがって除害施設を中心とした工場排水の指導規制を一躍強力K進めて行ぐ

必要がある。時を同じ(，46年 3月Kは中央水質試験質VC3階〈工場排水対策

関係)が増築され全施設もほ Y完成し売ので，その成果が望まれる O

市内河川水質調査Kついては今年度は新たK基本方針を策定し，衛生局と協議

して，柏尾J11 ，宮川水系を除〈全水系?てついて行在った。次年度からは水質環境

基準の項目 Kし先がって必要ま項目を追加して実施する計画である。

後半Kは工場排水対策の概要を掲げ，全体的にデータを主としたものKしたが

下水処理場の管理，計画なよび，設計，さらに工場排水K関する行政指導等の資

料として役だてば幸せである o

bわり Kとの年報を作成する Kあたって，水質保全課長はじめ.3下水処理場

長ほか職員各位の努力K感謝する。

昭和 46年 5月

横浜市下水道局長

池田 虫B
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今〉

1 処理場水質管理

1 -1 水質試験実施要領

処理場管理のために行在った下水試験の種類，対象，回数j，'"よび項目は表-1 VC示

したとなりである。中部，南部，北部の各下水処理場とも試験の要領はほ Y統一して

あるが，工場排水を受ける ように，定められた試験項自以外に重金

属類やシアン等の項自を追加する在どして実擦の処理場管理陀役立つよう配慮した。

試験児供する試料は定められた個所で採取したが，流入生下水の採取については北

部を除きマンホールでの試料採取が国難まため沈砂池K流入する汚水を摂取した。し

たがって沈砂、池流入水は操縮タンク、温流7Jc，場内雑排水等が混入している場合が多いO

現在とれらの場内排水が混入し左い位置比採取口を設置するととを検討中である。

下水汚泥なよび消化タンク関係の汚泥試験κついては，嫌気性消化方式を採用してい

る中部b よび甫部下水処理場はほ Y統ーした試験を行ない，北部下水処理場陀ついて

は湿式酸化法の管理陀あわせて独自の試験要領で実施した。

なまi'，水質試験は下水試験方法(日本下水道協会， 1 9 6 7年度 )vc準じ，また下

水試験方法に含まれ在い項目は工場排水試験方法(J工S K 0 1 0 2 ， 1 967年

版 )vcよって行在った。
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f-2 下水処理場概説

前年度まで下水道局で管理していた下水処理場は，中部下水処理場，南部下水処理場.北部

下水処理場の三処理場と，市営勝沼田地処理場〈一部委託〉であったが，今年度は新たκ市営

ひか p ク五団地処理場(一部委託〉が加わった。三処理場の概要は次のと~.!?である。

(1) 中部下水処理場

中部下水処理場は横浜市の中心部である中区の大部分と喬区の一部を含む処理面積 774

ha(現裂の米軍接収地を含めると 88ス5ha) ，計画処理人口 16 2，0 0 0人分を対象とし，

官庁，商社，住宅等からの排水が主である。下痢ま，山下幹線，本牧幹線，千代崎幹線ょ b

流入する。当処理場は昭和37年4月托試運転を開始，同年 7月から本格的運転に入った。

その後昭和42年 11月に至D処理.施設は全拡張工事が完了し，現在時天時汚水は全量高級

処理を行在っている。一方，汚泥の処躍は，昭和38年度から嫌気性精化方式によ.!?<み取b

し尿と下水汚泥の混合消化を開始し，現在ぐみ取pし尿の漸減κょPし尿と下水汚泥の混合

比率Pよそ:4.5で運転を続けている。

(2) 南部下水処理場

高部下水処理場に流入する下水は南区，磯子区の大部分を杉田幹線，日野中原幹線，大関

幹線を通じて .1また中区書西区の一部の下水は桜木根岸幹線托よって磯子ポYプ場へ集めら

られ，ととから圧送管』てよp送られる。

当処理場は計画処理面積2，85 1 ha，計語処理人口 670，000人分を対象とし.昭和

4 0年 7月托簡易処理を開始，豊年 7月比全体計磁の・告の施設を完成して高級処理を開始し-

4 4年度末托はさらに全体計画のすの増設を完了，その後設備工事，調整運転を経て昭和

4 5年 10月κ使用を開始した。

汚泥処理施設は昭和42年 10月κ第一期分の工事を終了して消化処理を開始，さらκ昭

~\fO 4 4年8月Kは第二期分の増設工事を完了してし尿と下水汚泥の混合消化を行在っている。

(3) 北部下水処理場

北部下水処理場は鶴見区の大部分と港北区の駒岡，網島地毘等から走る計画処理面積，

2，7 8 7 ha.計蕗処理人口 652，00 0入を対象とする処理場である。当処理場は昭和43 

年 7月民全体計調の士の施設を完成し，高級処理を開始した。

当処理場陀流入する下水は，当初失向幹線からだけであったが，昭和44年 4月托は末吉

ポンプ場からの庄送管が接続して末吉幹線，豊岡幹線からの汚水が流入，さらに同年7月民

は市場ポンプ場からの圧送管が接続して瀬田幹線，平安市場幹線からの汚オGウサムし先。 ζれ

ら両圧送管の接続によって流入汚水量は第一期分の計画水量托達し，現在は前年度κ引きつ

-4-
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2部

づき全体計画のすκ相当する施設の増設工事を行在っている。

汚泥処理は湿式酸化法を採用し，第一期分として全体計画のすを稼動している。

f営

'4 
表-2 水洗化普及状況〈昭和46年 5月末現在)

し.

p 

-0 理 区 i処理毘域内総戸数!水 洗 化 戸 数 l普 及 率

i級

UJ 

~il ト
2 2， 5 6 7戸 16，900P 

中 者E 7 4. 9 dj; 

( 1 1 5， 1 0 0人〉 8 6，2 0 0人)

;関
3 1， 8 5 8 2 3， 6 6 7 

〉ら 南 部 7 4. 3 11 

( 1 7 4， 1 0 0人〉 (128，100人〉

i L.， . 29，561 13，531 
北 部 4 5. 8 " 

( 1 9 2， 2 0 0人〉 88，000人〉

;昭

hるO 83，986 5 4， 0 9 8 
iロh恥 計 6 4. 4 " 

( 4 8 1， 4 0 0人) ( 3 0 2， 3 0 0人〉

5 

官
。

κ 

れ

つ

-5-
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中部下水処理場



1四 5 中部下水処理場

1申 3四 1 中部下水処理場概要

O 所 在 地:横浜市中区錦町2

O 敷地面積:4.6 ha (1え940坪〉

。計画処理亜積: 7 7 4 ha 
O 計画処理人口: 162，000人

O 計蕗処理水量:

晴天時平均処理水量 6 4，8 0 0 m3/ 白

雨天時最大処理水量 259，200m
3
/ 日

O 処理方式:

活性汚泥法Kよる高級処理

(ステップエアレ四シヨン方式〉

嫌気性消化法Kよる汚泥処理

(加温式単槽2段直列〉

O 施設

最初沈殿池:巾全日制×長3五O悦×水深2.7悦(6池)

エアレ岬シヨンタYク :巾 6.5悦×長40.0悦×水深5.2慨X4水路(4系列)

最終沈殿池:巾 13.8悦×長 34.0悦×水深3.5悦(4池)

濃 縮 槽:内径12.01駅水深五 O慨〈有効容積339m3/ 槽 2槽〉

消 化 槽:内径21. 0悦×側探8.6悦〈有効容積3，24 0 rrf/槽 4槽)

汚泥洗浄槽:内径虫 O悦×水深五 O慨(有効容積21 3 m3/槽

ベルトフ 4 ノレタ甲 :炉過面積18rre，iP過能力 25均/ぽ/時(3基)

ガスホルダ由:車径 13.5悦×高 8.0悦〈容量 1，0 0 0 rr! t 1基〉

-9由

2槽〉
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1皿 3-2 下水試験成績

中部下水処理場の生下水は，生下水採水口が交通量の激しい道路上Kあるため，昭和43 

度よ b採水でき左〈まり，現在，汚泥濃縮タンク溢流水，汚泥洗浄排水，雑排水等の混入して

いる沈砂池入口で採水している。そのため，流入下水水質は把握できまい状態となっているo

水質試験は，日常試験のほかに中試験を週2回行左い，また精密試験， 24時間試験を四季

VC1田づっ行在ったo

水質Kついては，沈砂泊流入水が前年度K比較して， B OD ，浮遊物が高い値を示したが，

とれは濃縮そう溢流水なよびその他の場内排水の濃度が高くまったととK起因しているものと

思われる。処理水は，大腸菌群数が冬季に多〈検出されたが，その他については，下水道法施

行令の水質基準K勝三適合するものであった。

自 13四
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-中試験 ( 1 ) 

(中部下水処理場〉

B 0 D (時/L) C 0 D (1IlfJ/L) 大 務 群 数 。題/mt)

最高 e 最低 平均 最低 平均 最 高 低 平均

651 123 252 301 32 164 2 70，000 2，000 1 08，000 

206 120 152 259 54 1 3 1 570，000 32.000 1る2，000

479 る7 193 234 29 84 160，000 1 1，0 0 0 95，0 0 

355 52 1 70 1 71 28 75 390，000 19，000 23完000

566118 196 327 51 1 1 1 る50，000 53，000 220，000 

565 158 327 4る2 47 1 7る 650，000 29，000 250，000 

595 107 42 1 4 1 1，20 0，00 0 790 390，000 

601 140 274 289 45 136 560，000 4 1，000 3 70，000 

310 194 256 652 76 1 73 690，000 59，000 230，000 

890 208 387 577 52 194 7る0，000 160，000 330，000 

917143 458 585 8 205 1.4 0，000 1 90，000 520，000 

670 137 350 394 6 21 4 2，8 0，000 44，000 750，000 

一 町 270 山 由 1 5 一 一 305，000 

627130 237 296 7 450，000 1 1，000 119，000 

245 90.3 73 1る5 330，00 1，1 00 1 1 0，000 

440 84.0 193! 24U 34 11 0 1 80，000 1 0，000 1 05，000 

356 101 21 7 258 20 123 790，000 4 1，0 00 331，000 

473117 26る 573 70 254 690，000 42，000 287，000 

492 201 330 561 47 250 930，000 77，000 340，000 

る o1 9る 346 434 128 228 1，1 00，0 00 11 0，000 5 70，000 

785 156 415 377 49 22る 1，200，000 90，00 180，0 

660 276 5 11 681 163 368 1，400，000 1 2 0，000 440，000 

765 2る7 511 657 94 295 940，000 120，000 480，000 

る28 25る 405 644 94 264 430，000 68，000 300，000 

606154 343 492 1 00 296 2，300.000 55，000 780，000 

一 327 明 時 228 叩 時 337，000 

であるO

-15町



表四 5 日常試験 • 

制月品|ムムム!最高J:平均|最7JrJWiti 

最

初

沈

殿

池

流

出

水

最

終
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流

出

水

1 0 

1 1 

1 2 

年間
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4 42 
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1.0 
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-中試験 ( 2 ) 

B 0 D (mg/ L ) o 0 D (mg/乙)

(中部下水処理場〉

大腸菌群数 (1Wme) 

高最低平均1.最高最低平均i最高 低 平均

135 49 106 94 44 72 

140 56 1 0 7 I 92 45 69 

139 55 93 I 81 

172 64 107 I 67 

36 57 

20 52 

191 90 136 1135 42 76 

198 81 1 1 5 I 21 4 

128 83 106 1126 
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表叫 6 精 密

試験項自 水 透 統、 総 蒸 強 強 浮 溶 溶 酸宮
ア 発 熱 解

存
薬王子視

ノレ
酸 残 残

熱
遊 性PH カ

留 留 減 物 酸 態

混 度 度 度 物 物 物 質 素 和道義

(%) 物v1)抑vL)何/。 何/。 (mg/。 。移/。 何/。 抑/。 Gち3
春 21.5 2.0 7.4 134 40 1，239 945 294 355 884 四

蜘

沈

砂 夏 24.3 1.7 ス3 132 13 1，2 1 9 821 398 483 736 明
崎

池

流 秋 1 8.5 2.0 7.5 156 27 1，672 1，1 78 494 330 1，342 四
陣

入

水 え 1 2.5 1.0 7.6 166 1 8 2，593 90 1，1 03 1，300 1，293 四
惜

最初
春 21.4 1.2 ス4 164 1 3 1，750 1，1 58 592 860 890 申

柵

沈殿
菱 24.4 0.8 ス5 180 1 6 1，5 71 982 589 800 771 申

幽

池
秋 1 8.6 0.9 ス7 209 35 2，078 1，224 854 780 1，298 司

.副食

流

入水
先 12.5 0.5 ス6 200 2 1 3，01 1 1，735 1，376 1，520 1，491 帽

酬

最初
春 21.4 2.4 ス4 160 1 9 1，048 823 225 134 914 2.2 25.6 

沈 夏 24.4 1.9 ス2 152 12 883 679 204 1 1 4 769 1.2 15.1 
殿
池
秋 1 8.5 2.2 7.4 1 78 25 1，312 1，004 368 1 06 1，206 1.8 20.5 

流7出Jく
冬 12.4 1.1 ス5 202 22 1，481 1，1 69 442 31 2 1，169 1.2 f1.9 

最終
春 21.4 36 ス2 15'6 9 858 720 138 8 850 5.6 る6.0 スG

沈殿
夏 24.6 42 ス1 124 1 0 755 636 11 9 8 747 4.0 49.3 10.3 

油 秋 1a7 28 7.1 143 2 1 1，238 1，0 1 7 221 7 1，231 4.7 52.1 

流水出
冬 12.5 1 2 ス2 186 20 1，1 1 0 923 187 1 5 1，095 5.6 55.2 

aる

(註〉 沈砂地流入水は流入生下水K濃縮タンク，汚泥洗浄タンク等の溢流水が混入したもの

四 18回



総 ア窒 ア窒
亜石持
硝 塩 ヨ 油 陰活 総 一 大

ン λ〆
酸 素 ウ 般 腸

肇
モ
フ.
酸性 J性 イ性 硬 絹 菌BOD COD 一日 、、、 イ

ア
ノ

窒素
窒 オ オ 菌 群

素 性素 手素 素 シ〆 類 ン剤 度 数 数

百

分

率

?nti/1)仰l/iJ(1Tlfj/1)仰v1)(1Tlfj/l)絢v1)o.可?nti/i)(mr;/干ZYQ初c;/i)胸/。砂らゆ C11Ymt) C1!Vmt) 
172195128.6 虫o1 8.51 0.02 スる 4.7 由 570，000 84，000 

同
20 5 /1 3 6 1 3 4. 3 1 1 O. 1 1 1 6. 71 O. 0 2 1 0.6 5 I 2 9 8 I 58.8 I 1 7. 2 スO 目 1，800，000 260，000 

20 1 /1 2 9 1 3 2.5 1 1 1. 9 I 1 2.3 I O. 0 1 I O. 0 9 I 5 1 8 I 5ス7124.4 6.5 四 1，000，000 190，000 
、¥〈

443 297 72.5 1 6.6 20.5 0.0 1 0.86 441 180 48.6 6.2 自 3，100，000 460，000 

279 144 55.1 1五1 21.3 0.02 0.98 424 92.0 25.0 4.6 四 910，000 100，000 

308 219 60.4 19.9 20.2 0.02 0.02 323 ?虫5 22.5 スo 自 1，800，000 430，000 

237 202 58.2 23.3 1虫9 0.0 1 0.04 51 8 112 34.6 6.4 同 1，500，000 380，000 

520 382 98.8 12.8 45.7 0.02 0.65 467 213 53.4 6.1 .輔 三800，000 660，000 

.6 95 54 29.8 13.7 6. 7 0.1 3 0.98 407 22.5 2.0 4.6 自 880，000 11 0，0 0 0 

102 57 30.3 1 5.3 6.7 0.05 0.1 1 306 25.0 1 0.5 6.5 自 1，200，000 240，000 

5 113 69 33.1 16.9 14.2 0.03 0.03 501 24.4 13.4 6.5 四 1，100，000 280，000 

? f動179 131 50.6 19.0 14.0 0.05 0.58 487 4虫4 24.0 6.0 ー 950，000 200，000 

。 7.0 &2 23.9 18.3 3.5 0.1 9 1.13 356 8.8 G 0.7 445 22.0 00 3，000 

3 10.3 7.6 15.3 12.1 1.7 0.23 3.25 294 8.1 2.2 0.6 694 54，000 10β00 

&6 立? 20.2 14.4 五0 0.27 3.44 514 6.3 6.0 1.2 268 88，000 1 6，0 00 

2 12.6 12.7 31.4 21.8 6.5 0.02 0.08 490 ス5 8.0 1.6 230 77，000 る>，900

つ

色



t言

8 

8 
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1: 

1 ~ 

2¥ 

時2 4 7 表

書聖素飽和百分毒患

〈第〉

溶存費量~

(呼'/L)

浮遊物

(7!IIJ/L) 
PH  度本見透

水温

C'c) 

均|最高最低平均!最高最低平均低平高最

334 124 950 7.4 7.2 8.2. 2.0 0.9 2.8 25.0 18.5 21.5 春

534 70 7.3 11，830 7.0 7.9 1.7 0.3 五724.8 2五o24.3 夏

543 65 7.5 11，87日7.0 8.5 2.0 0.3 4.5 19.0 17.5 18.5 

沈
勘
V

池

流

入

水
秋

280 1，441 7.6 13，440 7.2 8.3 1.0 む.42.0 1五2 12.0 12.5 冬

698 236 7.4 11，1 00 6.9 8.6 1.2 0.6 2.0 25.0 18.5 21.4 春

90 1，027 7.312，250 7.0 8.4 0.8 0.3 2.0 25.0 2五日 24.4 夏

7子?310 7.711，720 7.2 立五0.9 0.3 1.5 1 9.0 18.0 18.6 

最

初

沈

巌

池

流

入

水

秋

620 1，908 7.613，560 7.2 8.4 0.5 0.5 0.6 1五2 11.5 12.5 冬

2.2 1 3 5.7 1 5. 7 3 5.2 1.4 五2115 56 1 72 7.4 7.1 8.1 2.4 1.3 五224.8 18.5 21.4 春

2.5 15.1 1.21 22.0 0.2 1.8 117 64 162 7.2 7.0 ス?1.9 1.2 3.5 24.8 2五6 24.4 夏

2.2 20.5 1.81 36.2 0.2 3.0 121 45 212 7.4 7.2 8.0 2.2 1.5 五019.0 18.0 18.5 

最

初

沈

殿

池

流

出

水

秋

11.宇1.21 25.0 2.6 327 100 725 7.5 7.1 8.0 1
 

• 1
 

0.8 1.6 13.0 11.5 12.4 長ι

5.61 85.8 54.4 71. 6 4.8 7.0 5 8 7.2 7.2 7.3 36 26 24.8 1 8.5 2 1. 4 1 42 春

4.01 60.0 34.4 49.3 2.8 4.9 5 7.1 7.0 7.2 42 37 25.0 24.5 24.6 1 48 笈

4.7162.5 45.日 52.14.1 5.7 5 1 0 7.1 7.0 7.1 28 23 1 9. 0 1 8.2 1 8. 7 1 3 9 

最

終

沈

殿

池

流

出

水

秋

5.6165.8 4る.7 55.2 

(設コ

4.8 6.8 

沈砂池流入水は流入生下水K濃縮タンク，汚泥洗浄タンク等の溢流水が混入したものである。

春

a-

16 22 7.2 

-2 0叫

7.1 7.4 

昭和45年 6J1 

昭和45年 7月29-30日

昭和45年 11月 5-

昭和46年 1月20-2  1日

12 

4B 

6 B 

10 

3-

1五o12.2 1 2.5 I 1 5 

麦

秋

冬



間試験成績

(中部下水処理場〕

B 0 D C 0 D 塩素イオン 絵イオン活性~J 一般細菌数 大腸菌群数

(11Ifj/1-) (呼vL) (得</1-) (ABS 昭事1/1-) (告乱/ml) (齢制)

最高最低平均 最高室長低平均 最高最低平均 長高雪量低平均 最高最低平均 最高最低平均

328 102 172 170 46 95 724 254 410 7.6 0.8 4.7 830.000 380.000 570POO 140.000 4え000 84.000 

439 87 205 354 50 136 525 163 298 11.8 2.7 7. 0 3，500.000 540.000 1.800.000 630.000 74ρ00 260.000 

446 56 201 442 41 129 712 237 518 11.5 2.2 6.5 2，300，000 370，000 1，000.000 730，oOC 56，000 190.000 

898 87 443 637 70 297 620 299 441 8.4 2.4 6.2 4β00.000 650.0日o 3，100.000 840.0 00 品4.000 460，000 

468 135 279 225 61 144 755 247 424 6.9 1.5 4.6 1.100.000 660.000 910.000 130.000 54POO 日α000

859 90 308 315 51 219 551 t72 323 14.5 2.9 7.0 2，900.000 800.000 1，800.000 1，1日以000 110，000 430.000 

421 146 237 511 112 202 738 286 518 10.3 4.3 6.4 2.800.000 440.000 1，500β00 1之00.000 5即日 380.000

830 248 520 677 219 382 627316467 7.3 五9 6.1 7，800.000 760.000 3.800.000 1，200.000210，000660，000 

144 78 95 76 34 54 678 270 4n7 6.7 1.3 4.6 1，300.000 520.000 880.000 160.000 52必00 110.000 

124 59 102 83 34 57 551 165 306 10.5 2.5 6.5 1，900.00日 570ρ00 1.200.000 630.000 67，000 240，000 

132 95 113 79 59 69 754 356 501 11. 6 4.3 己.5 1，700.000 380.000 1.100.000 640，000 99.000 280.0 00 

292 88 171 279 81 131 684 356 487 7.3 4.5 6.0 1.300.000 590POO 950.000 280.000 82.0日 200.000

9.2 4.0 7.0 9.る 5.7 8.2 486 285 356 0.9 0.4 0.7 50000 7切 00 22.000 4500 1.500 3，000 

20.0 5.2 10.3 立2 5.1 7.6 396 226 294 0.8 0.5 0.6 110.000 15β00 54.000 16，000 4.000 10.00日

1五? 5.3 8.61 11.2 8.1 9.9 614 398 514 1.4 。? 1.2 280.000 27，000 8叩 00 24.000 3，700 16.日目。

18.0 9.5 12.6 14.3 11.1 12.7 570 413 490 1.8 1.1 1.6 20日.000 19.000 770β00 120.000 3，300 る.900

-2 1勾
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1四5叩 3 エアレ四シ翠ンタンク試験成績

処理方式は前年度向様，標準活性汚泥法を用いた。エアレ m シ，ンタンクの運転は前年度か

ら引きつ Yき余剰活性汚泥量が多< Jまた，今年度冬季にないて税離液の由形物濃度が上昇し

て最初沈殿池流出水の浮遊物が増加した弘め汚泥日令が短か〈まった。エアレーションタンク

流出水のSVIは，年間を通じて極めて適正な値を示したが，夏季¥tCj，-，.いて年間の最高値を示

したととは今までK見られ在かった現象であるo

情 23-



表 8 エア ν 由シ

返 送 汚 泥

月 運転方法 返送率 (% ) 浮 遊 物 (呼vL)

最高最低平均 最高 最低

4 標 準 法 49 26 36 1 0，290 5.770 8，210 

5 11 37 21 28 1 3.580 8，080 9.750 

る 11 37 22 28 11，790 5，380 9;470 

7 I 11 33 22 25 I 1 0，660 ス650 9.330 

8 11 39 2 1 30 9，520 ι470 8，090 

ヲ 11 40 25 33 1 3，9 1 0 ス800 1 0.800 

1 0 11 41 26 33 11，620 8，200 1 0，000 

1 1 H 51 25 34 1 1，590 7，190 9，31 0 

1 2 /1 53 28 39 1 2.600 6，590 9，390 

" 66 26 4 1 1 0，900 4，660 8，1 1 0 

2 11 49 26 37 1 4，000 ム310 8，810 

3 H 42 24 33 13，050 6，010 10，140 

年間 33 党280

問 24目



曹ンタンク操作条件

〈中部下水処理場〉

クニ乙h 気 下水流入方式

X103 rr!/日 処理水量(K倍対)する割合 rr!/除去 BOD均 ステップ用水路

最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 2 3 4 

243 138 182 4. 7 2.1 3.8 59.7 28.9 38.7 。。。

252 189 233 4.6 3.1 3. 7 67.0 23.1 39.5 。。。

264 192 227 丘0 2.7 3.5 1 03.0 26.4 4虫2 。。。

303 222 262 4.9 3.0 3. 7 66.8 26.8 45.5 。。。

267 231 249 5.6 五5 4.1 45.9 22.4 5ス5 。。。

318 231 267 ス2 4.0 4.9 76.2 33.5 5五5 。。。

342 288 314 6.2 4.4 5.2 85.4 39.2 57.4 。G 。

345 156 302 8.8 五? 5.7 61.0 36.4 51.3 。。。

276 204 236 6.5 3.8 4.7 40.1 1丘5 31.8 s 。。

258 165 240 6.2 五g 4.4 39.0 25.9 33.0 。。。

263 1ヲ1 234 4.7 五2 4.4 51.6 25.4 32.7 。。。

261 165 200 4.5 2.8 五8 36.1 24.5 30.8 。。。
明 自 246 国 四 4.3 同 ー 41.7 国 国 国 ー

に
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シ笥 手〆 タ y ク試

(中部下水処理場〉

B 0 D 負荷 活 汚 混 生 物

自 e

ID弘:>-I-l 

作乞こ現著 {義平 最低 平均

38 31，800 119，00 ヲ3

る5 36 77，4 14，00 ヰ

ヰ? 1 29 0.86 9 39 

る3 28 き

42 5 1 

22 。 7 2 
2 

28 33 1な540.70 え るS ? 

る 2 37 る 0.450.73 ?る 29 

7，000 ふ

32 岬

時 0.62I 10 00 間

7
'
 

門
/
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1四3山 4 汚泥試験成績

消化タンク管理のための汚泥試験は週二回行ない，試験項目，採泥個所等すべて昨年度と同

じ要領で実施した。

消化タンクのし尿なよび下水濃縮汚泥投入量は，し尿の漸減K伴左い濃縮汚泥を増加して

いったが，前年度~ <らベーてし尿量はま?よそ40rrf〆臼であった。 ζれKょTtし尿と濃縮

汚泥の混合比は:4.5となった。消化タンクの管理状況Kついては思形物負荷量が大き〈

在る陀つれ脱離液濃度が上昇する傾向を示した。

消化汚泥の脱水処理Kついては，脱水ク四キ生産量がいく分減ったが， ζれは，脱水性が悪

< tク酬キのはく離が思わしく在かったととKよるo とのため，汚泥の凝集剤の塩化第二鉄の添

加率は低下したもの Lカ四バイトスラリ由の添加率が大き〈まる結果とまった。

脱硫装置の運転Kついては，消化ガス中の硫化水素濃度が低下したせいもあT.年間を通じ

て脱議拘果は好成績を得た。

四 28目

対



表情 10 下水汚泥試験成績

(中部下水処理場)

E戸主 蒸発残留物(%) 合水率(%) 強熱波量(%)

最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均

最

初

沈

殿

池

汚

泥

余

剰

活

性

汚

泥

濃

縮

汚

泥

4 4.8 1.1 3.3 9&9 95.2 96.7 58.1 52.4 

5 5.4 3. 7 4.5 96.3 94.6 95.5 55.6 45.6 

6 5.1 0.6 3.3 99.4 94.9 96.7 54.3 4&4 

7 4.5 3.2 3.8 96.8 95.5 96.2 55.1 48.0 

8 4.8 3.1 五7 96.9 95.2 96.3 54.6 48.1 

? 3.9 3.0 3.3 9ス0 96.1 96.7 53.8 50.1 

1 0 4.0 3.2 3.6 96.8 96.0 96.4 54.8 51.0 

1 1 4.4 3.5 4.0 96.5 95.6 96.0 64.6 54.3 

1 2 5.8 4.2 4.7 95.8 94.2 95.3 62.7 54.0 

1 5.1 4.3 4.7 95.7 94.9 95.3 5スG 45.5 

2 5.3 3.9 4.8 96.1 94.7 95.2 5&1 48.3 

3 6.6 4.5 5.7 95.5 93.4 94.3 47.0 34.1 

年間 四 四 4.1 四 自 95.9 ー 回

4 1.1 O. 7 0.9 ヲ虫3 98.9 ヲ虫1 6呪4 66.9 

5 1.4 0.9 1.0 ヲ虫1 98.6 97.0 66.8 5虫6

6 1.3 0.6 1.0 9虫4 98.7 99.0 65.9 5虫5

7 1.2 0.9 1.0 9呪1 98.8 99.0 67.9 5ス5

8 0.9 0.6 0.8 99.4 99.1 9虫2 66.7 61.7 
9 1.4 0.8 1.1 9虫;2 98.6 98.9 63.0 56.7 

1 0 1.2 0.8 1.0 99.2 98.8 99.0 64.6 58.2 

1 1 1.2 0.8 0.9 99.2 98.8 99.1 68.4 61.4 

1 2 1.3 0.7 0.9 99.3 98.7 99.1 66.7 63.3 

1.1 0.5 0.8 9虫5 98.9 99.2 6虫3 67.6 

2 1.4 0.6 0.9 ヲ虫4 98.6 9~え 1 6虫4 60.9 

5 1.3 0.6 1.0 99.4 98.7 99.0 58.1 47.8 

年間 叩 明 0.9 間 ー 99.1 四 帽

4 5.2 4.2 4.8 95.8 94.8 95.2 55.0 4虫5

5 5.5 4.4 5.0 95.6 94.5 95.0 55.8 46.6 

る 4.9 3.9 4.5 96.1 95.1 95.5 54.5 4虫1

7 4.7 五? 4.2 96.1 95.3 95.8 55.1 48.1 

8 五? 2.9 3.5 97.1 96.1 96.5 54.1 50.7 

? 3.6 3.0 3.3 ?ス0 96.4 96.7 52.8 47.9 

1 0 4.9 五5 五? 96.7 95.1 96.1 55.3 51. 1 

1 1 4.1 3.0 3.8 97.0 95.9 96.2 56.7 54.0 

12 5.0 4.2 4.7 95.8 95.0 95.3 57.8 4虫?

6.0 4.3 5.1 95.7 94.0 94.9 56.5 4&2 

2 6.1 4.8 5.4 95.2 93.9 94.6 57.1 45.7 

5 8.5 6.2 7.3 93.8 91.5 92.7 4&7 3五7

年間 問 叩 4.6 .刷 ー 95.4 由 申

(註〉 余剰活性汚泥の強熱減量は浮遊物K対する%(VSS/SS %)であるo

最初沈殿池汚泥，濃縮汚泥の強熱減量は蒸発残留物K対する%である。

-29-

55.1 

51.8 

51.5 

52.5 

52.9 

52.2 ; 

53.3 

57.0 

57.1 

53.1 

52.7 

40.5 

52.5 

68.3 

62.9 

62.4 

64.1 

64.5 

60.5 

61.9 

65.9 

64.7 

6&2 

64.4 

51.8 

63.3 

53.0 

51.9 

51.9 

52.4 

52.6 

51.2 

53.1 

55.1 

54.1 

53.9 

51.7 

5虫2

51.7 



時 11 汚泥処理

続汚泥

3 3.63 3.25 

5 る 五39

3.23 3.24 

7 58 五1 2.99 

る1 2.5る

5 ? 2.39 

会 4 2.78 

ヰ? 2.8 2.63 

7 3.3 3.51 

2 g 3.9 4.09 

5 なる 3.93 3.82 

3 64 5.3 5.31 

59 0.59 3.41 3.33 

nu 
，へ一w



条件〈 気性消化〉

(中部下水処理場〉

ム、
口 計 合し 計泥

4.4 5 4.02 5 1.72 2.51 2.25 2.9 

4.07 I る 3 2.5 ヰ 2 

3 3 I る g 5 る

3.72 3.50 0.38 3 3 2.4 33‘1 26.0 

2.93 る 7 7 2.5 5 24掬1

5 2.92 る

3. 3.28 0.3 3 3.4 1 3 

3.4 五12 27 ? 77 る

3.98 4.1 8 3 5 5 

4.33 4.59 0.2 7 0.33 2. 2.52 五る 5 初4

4.52 4.4 9 0.4 0.45 2.03 7 5 6 45.8 

4 5.94 1 0.3る 0.43 2.06 2.06 2.42 2.49 3.4 35.4 1 

9 五91 I 0.38 0.39 1. 74 1.69 2.1 3 2.1 3 五1 1 0 

/ 

時 31・嗣



表四 12 汚泥処理試験成

し 尿

PH 
B 
{mbO /t〉D 

C 
(mg/O tl) D 

最 最
平均 | i 高

最 平 最 最 平 最 最 平

品 低 イ丘 均高 低 均 品 低 均 高 イ丘

4 I 8.9 8.6 8.7 4.4 3.0 3.6 70.8 65.6 68.1 19，600 8.460 12，300 8260 

5 1 8.9 8.5 8.7 3.8 2.9 3.51 70.2 66.6 68.3 17，200 11，000 14800 8，140 5，100 

6 8.8 8.1 8.4 3.6 2.1 3.1 71.3 57.6 65.5 14之00 9，870 11，800 6200 2500 

7 8.5 8.1 8.2 3.4 2.4 2.7 70.1 61.0 66.0 14200 7，390 11，300 5，590 3，3 00 

8 1 8.4 8.0 8.2 I五5 1.6 2.7181.5 47.4 66.5 14，100 6，910 

9 I 8.2 ス? 8.1 五6 2.3 3.0 70.2 52.3 63.5 16.600 呪170

o 1 8.5 8.1 8.3 3.4 2.5 2.8 70.5 62.3 64.9 14，400 8.660 

1 I 8.7 8.4 8.6 3.2 2.7 2.9 67.0 62.1 65.0 1 4.6 0 0 1 0.50 0 1 2，3 0 0 5，410 4.440 

2 1 8.9 8.1 8.7 4.3 2.3 3.2 70.4 57.9 65.8 17，700 ス700 12.70016.910 4570 

8.9 aる 8.7 I 3.8 2.0 五0 73.2 64.4 65.5 16500 7.71012，00016，670 

2 18.9 8.6 8.7 I 42 2.1 3.4 69.8 57.0 67.0 17，700 ス110 1 3，400 7，800 

5 8.8 8.6 8.7 3.9 2.6 3.4 70.5 64.4 68.0 16.900 7，380 12，600 ス280

年間 相 四 8.5 岬 -五1 情
叩 66.2 四

四 12500

時 32由



績 一 { し尿・濃縮汚泥

(中部下水処理場〉

結 汚 泥

総 窒 素 アンモ(時ニ/アL性)窒素 アノレプ(mミg/.ノ 4イ~)ト空素 PH 
蒸発残留物

強熱〈路減) (mg/L) (% ) 

最 平 最 最 平 最 最 平 最最平 最平 最 最 平

低 均 高 低 均 官f官さ司b イま 均 高低均 高低均 高 低 均

4，900 5.640 4，280 3，230 3，650 1，130 822 922 6.8 6.3 6.5 5.2 4.2 4.8 55.0 4虫5 53.0 

5260 3，8ヲo2，960 3，550 1，1 90 670 91 5 6.8 6.1 6.4 5.5 4.4 5.0 5 5.8 46.6 51. 9 

501 15，720 4，0 1 0 4，8 60 13，81 0 2.92 0 3，23 0 1.140 61 3 896 6.7 6.1 6.3 4.9 3.9 4.5 54.5 49.1 51.9 

101 14，3903，1903，93013.1102，3202，780 950 613 750 6.7 6.2 6.4 4.7 3.9 4.2 55.1 4a 1 52.4 

叩噌叩戸←均一一一「

90 I 14，8 70 4，050 4，410 3，300 2，400 2.970 873 539 694 6.8 6.2 6.5 3.9 2.9 3.5 54.1 50.7 52.6 

。。 4よ330 3，480 3，900 2，990 2，090 2，580 879 561 741 ス2 6.1 6.5 五6 3.0 3.3 52.8 47.9 51.2 

20 4，030 3，880 3，970 2，6 9 0 2，4 60 2，61 0 766 475 601 スo 6.1 6.5 1 4.9 3.3五9155.351.1 53.1 

70 4，440え8904，200 2，990 2，800 2，900 891 613 762 ふ~..6.0.~と五O 日 156.7 則 55.1

80 4，0 1 0 4β50 3，5 6 0 2，2 2 0 2，90 0 1，040 778 943 6.6 5.4 6.1 5.0 4.2 4.7 1 5ス849.9 54.1 

20 .85 0 4.71 0 5，1 5 0 4，410 2β70 3，650 846 624 742 6.8 6.4 6.6 6.0 4.3 5.1 156.5 4a2 53.9 

50 5.520 2.610 4.320 3.830 2，0 0 0 2，990 995 431 726 7.2 6.4 6.7 6.1 4.8 5.4 5ス145.7 51.7 

40 5.130 3，450 4，310 3，450 2，230 2，700 1.020 688 911 6.8 6.2 6.5 a5 62. 7.3 4a7 33.7 39.2 

901 岬 4，570 明 3，040 - 800 間 - 6.4 I - - 4.6 

zlv zd 



表時 13 汚泥処理試験成績ー 2 C消化

f角 イヒ 汚 泥

第 一 系 亨サ 第 一 系一

PH 
蒸発残留物

強熱C%減〉 総喝窒/L 素 PH 
蒸発残留物

(% C7TlfJ/L) (彪)

最 最 平 最 最 平 最最平 最最平|最

高低均高低均 高{丘 均 品 {孟 均 高低均 高低均

4 1 7.5. 7.2 7.41 6.7 5.9 6.4 51.2 47.5 4虫84.360 3，350 3，700 7.5 7.2 ス4 6.9 6.1 

517.7ス4 ス51ス4 6.9 ス149.3 45.2 4ス14280 3，730 3，900 ス7 7.4ス5 ス5 6.9 ん114ん845.5 3.890 

617.7 7.1 7.41 7.4 6.7ス1148.4 44.3 46.0 3，890 2.92 0 3，4 4 0 ス5 7.1ス5 7.3 6.7 7.1 47.6 442 ゑ810

7 I 7.5 7.2 7.3 7.4 6.7 7.0 462 40.7 43.0 3，2 20 2，4 70 2，8 6 0 ス5 7.2 7.3 7.6 6.7 7.1 46.3 39. 7 五150

81ス5 7.3 7.4 7.3 6.0 6.5 47.0 43.7 45.6 3，200 2.620 2.980 ス5 ス2 7.3 ス84.8 6A 47.1 44.9 3，280 

9 ス4 7.1 7.2 6.0 4.6 5.5 4ス64五745.64β8 0 2.3 1 0 3，02 0 7.3ス17.2 6.0 3.4 5.4 47.4 4るZ 4.100 

10 I 7.5 ス1ス5 5.8 4.9 5.4 53.6 46.0 4ス7え1402.380 2，700 7.4 7.0 7.3 5.7 4.9 5.3 58.6 45.5 2之80

11 1 7.5 6.9 7.21 5.3 4.9 5.1 14虫847.448.812.720 2，280 2.550 ス5 6.7 7.1 5.2 5.0 5.1 49.9 48.1 

1 2 Iス3 6.9ス15.1 4.9 5.0 50.9 48.4 49.3 2，6 1 0 226 0 2.3 9 0 ス3 6.9 7.2 5.2 4.5 4.9 51.2 46.3 

1 I 7.4 7.3 7.3 5.9 5.4 5.6 48.8 46.9 47.9 え0202，620 2，830 ス5 7.2 7.4 6.0 4.7 5.6 48.7 47.1 

2 17.5ス2 ス316.1 5.0 5.4 4呪147.0 48.1 2，700 2.110 2，500 7.4 7.2 7.3 6.0 4.8 5.7 49.3 46.1 

3 I 7.4 ス2 7.31呪4 5.8 7.4 49.8 32.2 40.3 3，2 90 2，780 3，110 ス5 7.2 ス5 &9 5.8 7.3 45.8 34.6 

年間|司 恒 耐え000 四 四ス5 時

国 '1

同 34-



汚泥，洗浄汚泥，脱水ケ四キ，脱硫〉

(中部下水処理場〉

洗 浄 汚 泥 脱水ク ー キ 硫

一，

表 ヂリ
蒸発残留物 強熱減 蒸発残留物 強熱減

PH 

l総(1Tlfl窒VL)素
(銘〉 (労) (% ) (% ) 

|発

生

?ゑ最 最 平|最最平 最最平 最 子 最 湾Eヨ支 平 最最 平 ガ

品 低 均高低均 高低均 高低 均 高 イ誌 均 高低 均 ス

4，280 3，580 3，890 ス6 7.2 7.4 6.3 5.1 5.6 51.2 47.5 4~える 32.6 30.3 31.1 32.5 26.7 2呪5250 010.08 

5 47.0 13.8903，4203.640 ス77.3 ス4 ス15.7 6.5147.6 45.2 46.4135.0 30.9 32.6133.4 24.2 28.511 701010.09 

~ 45AI 13，810 2.850 3，270 ス4 ス0 ス2 6.9 6A 6.6¥ 45.9 4 1. 7 44.51 3ス628A 31.513呪126.8 33.01 180 10 I 0.11 

743.41 13.150 2，580 2，910 ス26.97.1 ス4 6.7 6.9 45.3 39.7 42.5 31.829.0 30.7138.523.9 29.811401010.14 

? 45.91 13，280 2.770 3，010 7.3 6.9 ス1ス15.7 6.2 45.0 40.9 43.5 32.5 2ス12呪25呪226.7 33.511 60 1 0 1 0.13 

~ 46.81 14.100 2240 3，030 7.1 6.8 ス0 6.1 5.0 5.7 45.4 44A 45.0 33.1 2ス129.7 33.3 25.0 28.41320 10 10.20 

) 48.51 12280 2，160 2230 ス6 6.9 ス2 5.6 4.2 4.8 48.3 44.8 46.5 5ス125.8 30.2 42.0 23.8 31. 81 1 20 1 0 1 0.1 6 

148.81 12，8 3 0 2，2 3 0 2，5 1 0 ス5 6.2 7.0 5.1 4.1 4A 48.8 452 46.9 29.9 25.6 2ス73ス321.829.211101010.10 

8.4 7.0 7.6 5.8 4.2 4.7 49.7 46.74ス?30.5 24.5 27.7 33.826.229.511701010.09 

2，850 2，430 2，640 1 8.0 7.2 7.61 5.1 4.9 4.914ス944.1 46.312虫824.826.9145.5 21.6 33.111801010.10 

2β40 2，450 2る4017.9 スo7.51 5.1 4.5 4.914ス644.4 46.5131.0 21.8 25.8144.7 32.5 38.21290 10 10.09 

) 39.41 13.290 2.840 3，130 8.0 7.3 7.6 ス5 5.4 6.1 44.7 31.0 38.5 30.4 25.8 27.2 36.0 28.7 32.51260 1810.16 

-46.71 同 2，940 ー 四ス5 ー 四 5.6 叩 45.3 -29.2 J 31.412 00 11 10.1 2 

Fa 
zjv 



表-14 汚泥処理試験

蒸発残留物 強 熱 滅 量 B O D 
呂 PH 

(% ) (% ) (呼</1--)

系
jiJ 
第一系列 第ニ系列 第一系列 第二系列 一系列 系列 第一系列 第二系列

最最五F 最最エ子 長査 長量 平 最長量平 最高支平 絞殺乎 最 最 SjZ 重量 最 王子

月 高低均 高低均 高イ政均 言語低均 高低均 高低均 r議 {忌 低 均

4 7.6 7.3 7.5 7.5 7.3 7.5 2.6 2.3 25 2.7 2.4 2.6 52.日 46.948.9 52.4 45.8 50.1 2.160 1.700 1.900 2.180 1.580 1.850 

5 7.8 7.3 7.5 7.8 7.5 7.6 2.9 1.8 2.3 2.6 2.1 2.3 49.3 47.1 48.3 49.4 46.4 47.8 2，690 2.100 2，500 2.630 1.830 2.160 

6 7.5 7.2 7.4 7.5 7.2 7.4 2.7 2.3 2.る 2.4 1.9 2.1 49.6 40.5 47.0 51.0 43.1 4ふ72，590 1.580 2.10日 1.920 1，040 1，5 70 

Y 7.5 7.0 7.3 7.5 7.2 7.4 2.4 2.1 2.2 1.9 1.5 1.7 48.9 44.9 47.1 4呪o43.8 46.2 1.770 934 1，410 1，450 972 1.160 

8 7.5 7.4 7.4 7.6 7.3 7.4 2る 2.0 2.2 2.2 1.7 1.9 505 46.3 48.2 51.3 4る.1 48.7 2.100 1.580 1.760 1.940 1.080 1，400 

? 7.5 7.2 7.4 7.4 7.2 7.3 2.0 1.8 1.9 2.0 1.6 1.8 48.7 45.2 47.2 47.7 44.4 46.4 1.87臼 1.210 1，500 1.69日 1.020 1.250 

1 0 7.5 7.2 7.4 7.5 7.2 7.4 2.3 1.3 2.0 2.4 1.8 2.0 49.0 45.1 47..6 4呪4452 47.0 1.900 1，220 1.520 1.690 1.130 1.370 

11 7.5 7.1 7.3 7.5 7. 1 7.3 2.4 2.2 2.3 2.3 2.1 2.2 50.0 46.1 48.4 50.2 47.2 49.0 2.110 950 1，680 1.850 1.180 1，510 

12 7.6 7.0 7.4 7.6ι9 7.3 2.8 2.4 2.6 2.8 2.5 2.7 50.7 47.6 48.7 53.8 47.1 4呪y2，550 1.810 2.280 2.2 70 1.700 2.080 

7.5 7.3 7.4 7.5 7.3 7.4 五4 三2 五4 五2 2.7五150.4 47.0 48.5 4立747.1 48.2 2.660 2，IJιo 2.410 2.48日2，IJ60 2.260 

2 7.6 7.3 7.4 7.5 7.2 7.4 五5 3.3 五4 五4 五1 五249.4 46.3 48.0 50.1 46.0 48.3 3.230 2290 2.820 2.950 2.100 2，580 

5 7.5 7.3 7.4 7.5 ス3 7.4 五9 3.3 3.5 五7 3.自主2 44.7 32.1 38.0 48.2 32.3 39.8 2，970 1.150 2，lJ9自 2.920 1.630 1.970 

年間 叩 7.4 司-7.4 - 2.6 ー同 2.4 -47.2 -47.3 - 2ρ00 .幽 - 1160 

明 36-

/ 



成績〈脱離液〉

(中審事下水処理場〕

C O D 総 量豊 言葉 アンモ J 性寝業 アノレプミノイド筆家

(碍v.l) (11IIj/.l) (勾V'.l) (吻v.l)

第一系列 第一系列 第一系列 第二系列 第一系列 第一系列 第一系列 第二系列

最 最 平 最 巌 王子 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最最玉F 最最3jZ

高 低 均 高 低 均 書事 低 均 為 低 均 声量 低 均 高基 低 均 潟低均 高低均

45103，1903，740 5，1803，480 4.200 2，180 1，750乙日102.450 1，670 2.060 1，170 1，010 1.090 1，240 1.050 1，120 579 411 503 548457499 

5.340 3，670 4.330 4，260え5803，8102.300 1，830 2.080 2ρるo1.560 1，890 1，010 856 964 1，240 895 1.040 556 411 486 480 365419 

4.450 2.30目玉540ミ5902.4503，0001.950 1，760 1，860 1，930 1.500 1，690 973 856 907 1，010787869 533 398 453 540 371 422 

ゑ6101，9602.830 3，460 2β602.560 1.520 1，220 1，360 1，4401，160 1，240 937 600 738 768 581 667 398 184 323 414276334 

4.0日日 2.7403，480 3，710 2.380 3，040 1.530 1.330 1.440 1.590 1，240 1，44日 787 672 735 768 620 680 414227344 408 322 351 

3，350 2.550え0903，4002，6203，150 1，490 1，120 1.300 1，390 1，1るo1，250 ι72 612 638 634 575 608 409 309 366 411 297359 

4.430 2.78自主5104，1702，590ミ4301，740 1，380 1，520 1，600 1，400 1，490 784 746 759 903 616 730 460 349 405 613294411 

4，150え5703，8104，730え38口三7702.0 70 1.530 1，680 1，600 1.530 1.560 1，000 674 801 781 651 720 554 383453 48j 398 440 

5.590 4.040 4，780 5，070 4，230 4，620 2.0701，710 1，900 2.040 1，800 1，940 958 728 849 920 690 792 545 460 496 483 422 464 

ら4704，630 5.030 5220 4，630 4.910 2.090 1，610 1，830 1，830 1，660 1，750 881 659 790 893 747 807 552472508 502 434 475 

5.56042904，930 5.580 3，920 4，700 2.2602._802.170 2.130 1.850 2.020 1.240 1.050 1，. 10 1.050 9771，010 639 542 592 560 527537 

5.360 3，740 4.440 4，890 3，420 4.160 2.0 70 1，490 1.840 2，o7C 1.840 1，960 1.070 977 1，020 1.190 1，040 1，100 816 430 593 741， 344 547 

制 由3，960 - 目玉.780 明 -1.750 同 1，る90 白
司 867 - 845 ー-460 四四 438

-3 7 -



南部下水処理場



1 叫 4 南部下水処理場

1叩 4 哨 1 南部下水処理場概要

所 在 地 横浜市綾子区新磯子町39離島

敷地面積 7 0， 0 1 6 rrr ( 2 1， 3 6 0坪)

計画処理面積 2，8 5 1 ha 

計画処理人口 6 7 0，0 0 0人

計画処理水量

時天時平均処理水量 268，OOOm
3
/ 日

雨天時最大処理水量 1， 0 7 2， 0 0 0 m
3 
/ 日

うち第二期分

計画処理人口

晴天時平均処理水量

雨天時最大処理水量

処理方式

活性汚泥法Kよる高級処理(ステッブエアレ『シ，ン方式)

3 9 0，0 0 0 人

1 5 6.0 0 0 m8/ 日

6 2 4，0 0 0 mS / 日

嫌気性消化法Kよる汚泥処理(加温式単槽 2段直並列式〉

施設

最初沈殿池 長36悦×巾 13.5mx水深3.0'"'-'3. 7mC8池)

エアレ四・ン，ンタンク 長 38悦×巾 Z5mx水深 5mX4水路(4系列〉

最終沈殿池 長45mx巾13.8mx水深3.5悦(8池)

濃 縮 槽 内径 10 mX水深3.5m (有効容積 318m3 4槽)

消 イヒ 槽 内径 21 mX側探 12. 5悦(有効容積 4，714m3 6槽〉

汚泥洗浄槽 内径 10悦×深さ 4悦(有効容積256rr! 4槽)

ベノレトフイノレタ『 P過面積 34rrr(5基〉

ガスホノレダ四 内径16.44悦"-'17.4 4m，高さ18.71悦(容積3，50 Om32基〉

。，
ZJV 
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1四 4-2 下水試験成績

試験項自，採が也点等陀ついては前年度と全〈変更なく実施した。前年度坊も実施した系

列別の水質管理も全〈同じ要領で行左い，日常試験は各系列Kづき一日なき，中試験では週

二回の割合で両系列を同時に採水した。左長生下水については，今年度よ b中試験時に磯子

ポンプ場で採水し試験を行なった。

今年度は 10月K第ニ期分の全施設が本格運転を開始し，流入下水のほとんどを高級処理

できたが，揚水ポンプの組みあわせ代よって若干の簡易処理水も出る結果とまった。各処理

行程Kなける水質はBOD.浮遊物ともにや L濃度が高くまったが，高級処理水Kついては

良好左成績のものが得られた。在お・大腸菌群数については趨素を滋和して処理の完全を期し

た。

-43・静
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(甫部下水処理場〉
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o 23 420 373 37 296.号 75.7 
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o 445 32 9 2 73.0 2立1
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表四 17 日 常 試

透 ネ見 度 PH 浮 遊 物
一

最 品 最 低 平 均 最 品 最 i丘 平 均 最 品 最 低

4 3.4 1.8 2.5 8.0 ス2 ス4 328 9 1 

5 5.0 1.9 3.0 7.6 7.0 ス5 233 77 

最
6 5.2 2.2 五3 7.5 ス1 7.3 249 34 

初 7 I 12.0 1.6 3.9 虫7 7.1 8.0 j 668 65 

沈
8 4.0 2.2 3.0 ス3 ス0 ス2 237 60 

9 6.5 2.6 4.4 ス5 6.3 7.2 96 52 
殿
1 0 5.2 2.3 3.8 &5 スo 7.4 142 40 

池
1 1 4.3 1.9 2.9 7.4 7.0 ス2 280 1 00 

流 12 3.1 1.3 2.3 ス4 7.0 ス2 458 102 

出 3.0 1.5 2.1 7.6 ス0 7.2 304 1 31 

2 2.5 1.0 2.1 ス5 6.9 7. 2 I 1，426 11 7 
水
3 2.2 1.2 1.8 ス5 ス1 357 182 

年間 2.9 7.3 I 
4 24.5 5.8 13.2 ス5 7.2 7.4 27 7 

50.0 11.6 30.0 ス6 7.3 7.4 9 2 

最
48.5 22.5 32.0 7.5 ス1 7.3 I 1 0 4 

終 7 73.0 28.0 46.0 7.5 6.8 7.3 I 7 2 

沈 8 75.0 20.5 55.5 ス5 ス2 ス3 9 2 

? 66.0 &0 40.5 ス5 7.0 ス2 8 2 
殿
1 0 86.5 33.0 57.0 7.3 6.8 ス1 7 2 

池
1 1 47.5 22.0 35.0 ス4 6.9 ス5 1 0 4 

流 1 2 30.5 1 6.0 25.0 7.6 ス2 ス5 1 5 4 

出 5五G 12.0 20.0 ス6 7.1 7.4 1 4 6 

2 25.5 1 0.2 18.0 ス5 7.3 7.4 I 1 8 8 
水
5 20.0 10.0 1 6.0 ス5 7.2 ス4 I 21 8 

四 46四
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中試験成績(2 ) 

8 O D (TTlfJ/L) C O D (TTlfJ/L) 

最 高 最 低 平 均 最 品 最 {丘 平 均

208 1 1 5 155 182.0 5虫7 75.8 

1 74 69 120 1 0虫G 43.9 66.9 

144 70 96 74.8 38.2 56.3 

98 53 76 101.0 2ス6 60.4 

11 3 76 97 69.9 33.1 54.6 

93 53 77 7立6 22.3 48.4 

136 57 90 1 05.0 23.3 53.8 

138 96 1 1 6 84.6 38.8 58.2 

209 105 1 51 128.0 45.0 72.9 

1 79 1 1 3 140 1 13.0 2呪4 80.1 

500 79 1 77 28&0 46.7 84.2 

167 123 1 52 1 23.0 37.4 86.6 

四 帥 12 1 明 同 66.5 

1 &1 11.7 15.4 21.0 11.3 1 6.9 

13.6 ス2 10.4 16.7 4.7 10.6 

21.0 呪1 1 4.5 14.7 7.6 1 1.1 

14.1 12.0 13.0 17.3 5.4 9.4 

9.0 5.0 スG 1 5.5 7.2 9.4 

13.5 7.7 良7 27.6 6.7 10.9 

13.0 5.4 9.1 11.7 5.4 8. 7 

14.9 6.9 1 1. 3 13.7 8.2 11. 0 

8.8 5.1 7.5 1 ~え 4 9.7 13.7 

20.3 9.2 12.5 21.0 10.8 1 5.8 

17.6 ス5 11.2 24.0 9.2 1 5.6 

13.2 &2 10.8 26.7 虫6 16.5 

四 由 1 1. 0 j 叩 ー 12.5 

明 47国

( 荷部下水処理場〉

大腸菌群数(イ圏/mt)

最 品 最 低 平 均

240，000 7，600 89，000 

320，000 1 20，0 00 250，000 

40 0，000 660 230，000 

230，000 5.000 13，000 

320，000 1 70，000 250，000 

740，000 2 30，0 00 370，000 

370，000 82，000 207，000 

320，000 98，000 159，000 

，300，000 49，000 400，000 

590，000 31，000 250，000 

100，000 25，000 58，000 

220，000 33，000 95.000 

四 四 1 98，000 

1 2.000 4，600 7，600 

1 4，000 5.300 8，800 

1 5，000 1，500 8.800 

6.800 1，200 4，700 

5，900 2，400 4，300 

24，000 1，400 8，600 

3，900 1，600 2，600 

5，800 500 2，300 

3，900 2，800 3，300 

1 2，000 3，400 ス400

3，000 1，000 2，300 

1 1，1 0 0 2，300 6，500 

四 時

5，600--J l 
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1 -4 -3 エアレーシ曹ンタンク試験成議

エアレ醐シヨンタンクの管理は前年の 2月以降Kひきつづき，ステップヱアレ由シヨン方式

O ，~，~， O) を採用して負荷量K対処していたが， 1 0月K歪タ増設分のエアレ幽シヨ

ンタンクの供用をもって標準方式K切り換えた。とれでほ Y最適のBOD負荷量と汚泥日令で

管理するととができた。採水は，返送汚泥むよびエアレ四シヨンタンク流出水を各系列別に行

ない，増設分についても同じ要領で行在った。したがってエアレ山シヨンタンクの試料は 1J 

E系列あわせて 4個所の流出水を採る ζと訟な.!?，すべての槽が均等なMLSS濃度を保てる

よう調整した。在な試験成績は全ヱアレ四シヨンタンクの平均値で示した。

試験成績は前年度とほ Y同じ値を示したが，昨年 50 --9 0を示したSVIが今年度はさら

K40"""70と極めて巾のせまい範囲で管理できたととが特徴的である。

-5 3ー



表 1 9 24 時 間

試ゃ科ぐ¥¥手節項数El二一

水温 浮遊物 溶存酸素 酸素鰯自百分率 B 0 D 
透視度 PH 

( ~揺〕 (得/1..-) (勾'/1..-) (%  ) (TIIfJ/1..-) 

最高最低平均最高最低平均最高最低平均最 互支低平均毒主高段低平均最高最低平均最高最低平均

春 19.9 18.3 19.2 15.0五5 7.2 &0 1.2 7.4 204 11 80 … 125.0 47.4 74.1 

沈

砂
変 2五522.3 23.1 14.5 5.6 9.0 7.4 7.0 7.1 88 17 50 目 - 一 9&4 31.1 66.5 

地

。在

入
秋 U3.5 1 6.4 1 7.7 10.8 五5 6.3 7.3 7.0 7.1 107 40 77 ー ω 169.0 2&0 111.0 

水 註

2 長ι 12.0 10.1 11.0 7.0 2.0 4.5 7.4 7.2 7.3 116 27 79 ー - ゆ
削 228.0 29.9 13M 

春 20.1 1 &7 19.4 1.8 0.6 1.1 7.4 7.1 7.2 2.000 385 961 - 山町 766.0 235.0 35&0 
最

初

沈 夏 23.5 22.8 23.3 1.8 0.8 1.2 7.2 7.0 7.1 2，4 70 540 1，121 明 ω ー 時 616.0 166.0 320.0 

殿

池

流 秋 1&0 17.0 17.5 2.4 0.4 1.5 7.2 7.1 7.1 1，328 248 635 .同 m ー 53&0 175.0 316.0 

入

水
長ι 12.0 10.8 11.4 2.3 0.5 1.2 7.5 7.0 7.2 2200 200 1，111 .舗叩 四

時 986.0 157.0 48五日

春 20.0 19.2 19.6 五1.5 2.7 7.6 7.2 7.4 236 52 124 1.9 日 0.6 21.5 6.8 152.0 47.2 104.0 
最

初

沈 夏 2五622.9 2五3 4.2 1.1 2.8 7.4 7.0 7.2 190 26 117 1.2 0.4 14.4 4.8 158.0 61.4 92.1 

量生

池

流 秋 17.6 17.0 17.3 4.5 2.1 五5 7.2 7.0 7.1 123 78 101 1.5 0.2 1.1 16.5 1.6 11.5 129.0 五2 105.0 

出

水
~ 12.2 11.0 11.4 2.6 1.5 2.1 7.6 7.2 7.3 212 る 142 2.3 0.3 1.1 21.6 2.8 10.4 158.0 10五o134.0 

翌年 20.5 19.6 19.9 45心 25.0 36.3 7.4 7.3 7.4 6 3 I 8.6 5.6 6.5 97.6 63.4 7五6 20.4 7.1 11.7 
最

終

沈 ;笈 24A 2五523.9 5世521.0 3&8 7.5 7.3 7.4 10 7 I 6.4 4.6 5.5 78.5 56.0 66.8 18.5 4.7 9.3 

殿

地

流 秋 1&0 17.2 17.6 47.5 23.0 35.0 7.2 6.9 7.1 8 2 5 I 6.1 4.5 5.5 65.3 4世2 59.2 18.0 8.5 13.9 

水出

長ι 12.1 11.0 11.4 2る.0 19.0 22.0 7.4 7.2 7.3 12 7 10 8.6 7.7 8.0 81.1 722 75.8 15.2 8.5 11.5 

註1.春昭和45';手5月28 月 ~2 9日 夏昭和45年 8刃12 ~1 3日 秋昭和45 年 11 月 4~5 白

2 沈砂地流入水は機子ポンプ場の流入水を偽の試料と向持tて採水したものでるる。

54-



試 験 成 績

( iYJ詩s1';1く処理場)

c 0 D 塩素イオン 陰イオン活性向j 量生総態数 大腸長奇形数

(1TlfJ/-t) (1TlfJ/-Iリ (mg/ -t) (f也/mi) CflYmi ) 

最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 総 主主 最jJJマ 平 均 高 者支 f延 均

51.0 18.4 40.5 7，110 100 981 5.6 0.4 2.91 3，600β00 1，000，000 2，300，000 550，000 43，000 300，000 

45.1 21.2 35.9 229 83 151 6.2 1.5 45 I 3，300，000 360，0 0 0 1，900ρ00 340，000 32ρ00 124，000 

93.3 18.8 52.5 340 101 198 9.4 0.8 5.71 4，300，000 530ρ00 2，000，000 920，000 40，000 290，000 

76.6 22.7 55.6 194 95 130 10.1 1.1 54 る，000，000 230，000 1，500，000 98，000 12，000 39，000 

る90.0 106.0 194.0 4，870 186 849 3.7 1.ι 2.6 4，100，000 1，600，000 3ふ00ρ00 1，300，000 150，000 670，00臼

368.0 156.0 223.0 289 145 206 ι2 2.4 3.7 える00，000 630β日日 1，960，000 730，0 00 160，0口口 297，000 

432.0 82.3 171.0 374 173 276 7.2 1.6 4.0 3，500，000 2，000，000 2，700，000 400，000 130，000 290，000 

69日五2 381.0 612 166 256 6.7 1.6 3.8 1，800，000 710ρ00 1，300.ρ00 200，000 62β臼B 120，0 00 

82.8 36.8 54.4 1，620 230 494 5.6 0.7 32 3，800，000 700β00 2500，000 940，00日 210，000 410，00日

92.0 36.8 55.6 281 153 214 4.9 1.2 3.5 3，900，000 320，000 1，670ρ00 630，0 00 73，0 00 334，0 0 0 

70.4 31.7 51.1 633 215 303 6.0 1.0 3.5 4β00，000 1，400，000 2，300，000 686，000 180，000 五90，00日

101.0 40.7 94.8 344 193 265 5.8 1.8 4.1 1，100，000 310，0 00 620，000 72ρ00 33，000 52，000 

16.1 7.8 11.2 1，175 256 546 0.5 0.1 0.3 220，000 81，000 170，000 32，000 17，000 21，00日

19.5 7.7 11.3 283 156 214 0.5 0.2 0.4 250，0 00 14，000 107，000 40，000 1，80Q 15，30日

12.7 9.1 11.0 376 271 306 な8 0.5 0.7 23，000 5.600 12DOO 7，100 1，100 2，100 

1.5 0.9 1.3 290，000 21，000 110，000 10β00 1，5日日 5，100 

冬昭和46 年 2 月 3~4 白
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表四 20 エアレ・・シ ヨ

返 送 汚 流

月 運 転

返 送 率 (% ) 浮 遊 物 (1lVJ/L) 

Zリ 方 式

最高 最低 平均 最高 最低 平均

4 ステップ 41.6 22.3 27.7 乳630 4.130 ム6201 

5 11 47.7 25.8 32.4 7.470 4.630 5.620 4 

6 I 11 32.3 24.3 27.8 6，380 4，850 5，770 4 

7 I 11 34.4 22.8 2る.6 8，400 2.640 5，390 4 

8 I H 36.4 1 7. 7 26.3 8，4 50 3，710 5，680 4 

9 I " 40.6 1 6.1 27.9 7.290 4，690 5，830 4 

101標 準 52.9 22.8 37. 7 9，890 4，920 7.080 4 

1 1 I 11 4 0.7 2五5 35.5 1 1，1 50 3，640 6，080 I I 8， 

12 I H 35.6 23.2 31.8 9，520 6，220 7.730 I I 8 

" 33.4 1ス5 24.2 9，960 5，910 8， 1 1 0 I I 8， 

2 I 11 24.3 17.2 22.0 1 3，360 5.690 9.570 i I 91 

3 I 1/ 29.4 1呪5 23.7 1 1，930 8，160 司5401 11.1 

年間| 2&6 6，920 

同 56-



ヨンタンク操作条件

〈南部下水処理場〉

空 気 下水流入方式

X1 03 rd/自 処制金K対する審拾約 11子/除去BODKg ステップ芹拐謬各

最高最低平均 最高最低平均 [最高最低平均 E 盟 W 

403 288 386 12.0 五6 5.1 57 23 42 。 。芝 2 

432 11 8 385 11. 5 4.9 6.4 89 24 63 " 11 11 11 

443 403 431 ス3 4.5 5.4 95 43 72 " /1 /1 11 

432 432 432 6.5 4.5 5.3 127 62 92 11 11 11 11 

432 432 432 11.8 4.5 5.4 79 43 61 " 11 11 " 
432 432 432 虫0 4.3 5.6 102 38 82 " " " 

11 

432 216 346 9.0 3.5 5.2 58 25 39 。。。

864 390 841 8.4 3.3 6.7 79 35 62 11 11 " 11 

864 864 864 8.4 6.3 7.4 75 39 57 " " " 11 

864 864 864 8.7 5.4 7.5 76 46 59 /1 " /1 11 

969 732 865 8.6 5.6 ス4 141 32 74 " " 
/1 " 

1.138 533 861 1 0.6 4.8 7.4 75 46 59 /1 /1 " 11 

自
四， 595 四 開 6.2 四 叩 64 ー 四 四 岬
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ヱアレ四シヨンタンク混合液

月

溶存酸素〈吻必〉 ML  S sC呼VL) 流出水 30分 j流出水SV 1 I (日〉
沈殿率

最高最低平均最高最低平均最高最低平均最高最低平均i最高最低平均

4 I 9.3 5.8 ス84.740 2.450 3.540 15.0 スo11.51 66.7 42.5 56.0 1 8.8 1.6 3.9 

5 I 9.5 ス7 8.5 3，630 2.560 3，050 12.5 ス5 1 0.0 1 60.0 41.5 53.5 I 5.6 五5 4.2 

6 I 8.0 6.0 ス23，250 2.360 2，850 13.5 5.5 8.5 69.5 46.0 57.0 I 6.0 1.6 4.0 

7 1 7.4 5.3 6.1 3，680 1，340 2.600 14.0 4.5 8.0 66.9 43.5 57.0 I 6.1 0.6 五4

8 7.3 6.3 6.7 4.0 0 0 1，870 2，780 13.0 5.5 9.0 72.0 49.0 58.5 スo 1.3 3.9 

? ス2 5.7 6.6: 3，960 1，960 2.980 14.5 4.0 8.5 69.6 3虫752.3 8.6 4.6 5.8 

1 0 I 6.9 5.8 6.414，010 1，520 2.650 121.0 8.0 14.0 70.0 45.0 61.1 6.5 2.3 3.9 

1 1 1える 2.3 7.7 2，490 1，740 1，930 114.5 10.0 12.0 172.5 45.8 61.2 I 4.1 1.6 3.1 

12 呪3 6.8 8.4 3.740 1，740 2.530 2 4.5 1 3.0 1 8.5 96.1 60.8 75.6 4.7 1.5 3.2 I 攻撃 I 4 

10.3 5.9 虫13，230 1，570 1，960 18.0 8.5 11.5 63.1 50.4 58.5 五8 0.9 2.4 I I 5 

2 I 10.6 9.1 虫812.620 1，140 2.040 16.5 ス5 12.5 66.8 52.0 60.1 3.3 1;3 2.2 5 

3 I 10.6 8.2 9.4 2.790 1，710 2，170 14.0 8.5 12.0 68.3 46.5 54.1 五0 1.4 2.2 4 

年間i 情 ス8 四 2.5901 四 - 11.5 I 岬 時 58.7I ー 同 3.5 

表 21 エアレ'四シ

国au 
に
J



，ンタ y ク試験成績

(南部下水処理場〉

B O D 負荷 活 性 汚 泥 生 物

BODKg/ 
BODK9/nf.日 総

班βS100Kg-日
トーー何時一ー 優占種生物

最高最低平均最高最低平均 最高 最低 平均 最高最低平均

4ao 16.3 28.6 1.70 0.55 1.02 198.000 63，100 99，600 81 38 63 
Litonotus 

Vorticella 

46.4 15.9 245 1.62 0.44 0.75 91.700 19，200 53，000 91 37 68 
Aspi di sca 

Litonotus 

34.3 16.3 23.6 1.1 2 0.5 1 0.6 8 99，300 26，500 64，400 90 65 
Litonotus 

53 
Aspidisca 

23.5 13.4 1虫20.72 0.39 056 136.000 16200 65，100 87 38 70 
Aspi di sca 

Li tonotus 

29.8 19.3 242 0.94 0.51 0.72 1 04.0 00 21，300 47，100 94 26 73 
Aspidisca 

Litonotus 

21.4 11.3 17. 3 0.59 0.44 0.51 16ス000 43，200 99，900 ヲ7 32 55 
Aspidisca 

Vorticel1a 

45.7 1 M 26.2 0.83 0.35 0.60 130，000 30，500 73，000 95 33 67 
Aspidisca 

Litonotus 

49.2 25.2 32.1 0.90 0.52 0.64 176，000 3 0，0 0 0 1 0 1.0 0 0 97 45 64 
Asp i di sca 

Litonotus 

40.3 2五o29.7 69，000 24，500 39，500 55 
Li tonotus 

1. 0 1 0.54 0.76 68 43 
Vorticella 

51.9 16.8 39.4 0.97 0.54 0.72 81，500 51，000 63，000 38 53 
Litonotus 

67 
Aspidisca 

39.8 20.9 31.7 1.07 0.43 0.65 53，500 40，100 46，400 92 47 
Litonotus 
75 
Vorticella 

42.9 26.6 33.4 0.78 0.61 0.72 177，000 40，500 102β00 64 31 
Litonotus 

17 
Vorticel1a 

明

時 2ス51 国
四 0.69 自 帽 71，2 0 0 四 時 62 四

。，
F
h
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1四 4 四 4 汚泥試験成績

消化タンクの管理は前年度と同じ試験項目と採水イ留所Kついて行まったが，移送液Kついて

は，今年度から第一火曜日と第三金曜日の月二回K変更した。消化タンク管理状況はタンク内

温度なよび捜持は良好であTJ負荷量も閤形物負荷で2--2. 6 Kr; / rrf /日，有機物負務で1'""

1. 5 Kt;/rrf /日と前年度とほ Y近い値で維持できた。な孝子負荷物質の投入量は祝祭日と〈み取

りし尿の搬入が少まい日Kは， <み取Tlし/尿の制限量vcにてC、満j

増量する ζとvclしJたo

脱離液の性状は前年度より良好で由形物濃度なよびBODともK前年度よタ低下した。

四 60-



表-22 下水汚泥試験成績

(南部下水処濯場)

ミ 蒸発残留物(銘) メa 水 率 (% ) 強熱減量 (% ) 

厳 最低平均 長支 書量 低 エ子 均 最 最 低 玉子 均

4 5. 7 4.3 5.1 9 5. 7 9 4.3 9 4.9 52.2 4 5.9 4 9. 3 

5 5. 7 1. 8 4.0 98.2 9 4.3 ?ι 日 4 Z 5 3 9. 7 4五3

毒査
6 8. 1 0.3 4.3 9 9. 7 9 1. 9 9 5. 7 4 6.6 3 0.2 4 1. 0 

7 6.4 1. 0 4.6 9 9. 0 ?五品 9 5.4 4 4.6 39. 7 4 1. 9 
初

8 6.4 4.7 5.5 9 5.3 ?五 6 9 4.5 44.3 38.5 4 1. 9 

沈 ? 4.5 0.2 2.6 9 9. 8 9 5.5 9 7.4 4 7. 6 3 0.2 42.2 

殿 1 0 6.6 五日 4.8 9 7. 0 ?五 4 9 5.2 5 1.る 4五B 45.6 

池
11 5.8 2.4 5. 1 9 Z 6 94.2 9 4.9 4 9. 7 4五7 47.5 

1 2 5.5 2.1 ?スヲ 9 4.5 96.8 52.4 4 7. 9 50.1 
汚

1 5.6 五2 5.0 ヲ6.8 9 4.4 9 5.0 5 1. 6 4 6.7 5 0.2 

泥
2 5.9 3.5 5.3 9 6.5 9 4. 1 9 4. 7 51.9 47. 1 4 9. 7 

3 6.4 4.8 5‘6 9 5.2 93.6 9 4.4 4虫1 4 6. 7 4 7. 4 

年間 4.6 9 5.4 ー 4 6.8 

4 0.8 0.6 O. 7 9 9. 4 9 9. 2 9 9.3 6五2 4 a 5 55.5 

5 O. 6 0.4 0.5 ?立る 9 9. 4 9 9. 5 5五y 4 6.7 5 0.3 

余
6 aる 0.5 0.6 9 9.5 9 9.4 9 9.4 57. 0 47.9 52.4 

7 0. 7 0.3 O. 6 ?呪 y 9 9.3 9 9.4 6 6.4 4 5.9 5五3

罪判
8 0.8 0.4 0.5 9 9. 6 ?虫 2 ?虫 5 54. 7 47. 1 51.3 

活
? O. 7 0.5 0.6 ?立 5 9 9. 3 9 9. 4 47. 6 3 0.2 42.2 

1 0 1. 0 0.5 O. 7 9 9. 5 9 9.0 ?虫 3 5 8. 5 53.0 5ιy 

性
11 1.1 0.4 0.6 9 9. 6 9 8. 9 9 9. 4 6 3. 4 5五? 58.5 

汚
1 2 1. 0 なる 0.8 9 9.4 9 9. 0 9 9.2 6 O. 7 56.4 5 8. 2 

1. 0 0.6 O. 8 9 9. 4 9 9. 0 9 iえ2 る3.6 5 7. 4 6 0.4 

泥
2 1. 3 0.6 1. 0 9 9.4 98.7 ?虫日 7 O. 6 55.6 60.8 

3 1.2 0.8 1. 0 9 9. 2 98.8 9 9. 0 62.3 52.1 57.1 

年間 O. 7 9虫五 5 4.7 

4 9. 0 3. 7 6.5 9 6.3 9 1. 0 ?五 5 68.4 4 1. 7 4 9. 9 

5 9. 0 5.6 6.6 9 4.4 9 1. 0 ?五 4 4 6.5 32.9 4 1. 1 

濃
品 8.6 5.2 る.6 9 4.8 9 1. 4 93.4 4ι日 28.6 39. 7 

7 7. 3 5.6 6.2 94.4 9 2. 7 ?五 8 4 1. 0 5五5 38.4 

8 6.0 4.8 5.4 9 5.2 9 4. 0 94.6 4 2. 7 36.4 4 0.1 

線
? 5.5 五? 4.9 ?品.1 94.5 9 5.1 4ι1 42.0 43.6 

1 0 5.4 3.9 4.6 9 6.1 94.6 9 5.4 4 9.4 4五7 4 5.5 

汚
11 6.9 4. 0 4.8 9 6.0 ?五 1 9 5.2 4世1 39.1 4 6.4 

1 2 4.4 五? 4. 1 9 6.1 9 5.6 9 5.9 5 1. 8 4 8. 1 4 9.1 

1 5.9 4.5 5.4 9 5.5 94. 1 9 4.6 5 O. 9 4 6.1 48.9 

泥
2 7. 3 五? 5. 7 9 6.1 92.7 94.3 5 1. 1 4 4.4 48.3 

5 ι.6 5.3 5.7 9 4.7 9 3. 4 9 4.3 4 9.3 4五1 4 7.0 

年間 - 5.5 94.5 4 4.9 

(注) 余剰j汚泥の強熱減量は浮遊物V亡対する%Cvss/SS%)である。

最初沈感撒汚泥，濃縮汚泥の強熱減量は蒸発残留物K対する%である。

-6 1ω 



表 23 汚泥処理 条

項
物 負 荷

自 l槽 内 撹 梓 消 イ乙
国 形

温 度 時 間 日 数
(K9/nf/日〉

;¥l ( -c ) (時〉 (日)

iし 尿 濃縮汚泥 ぷロ』 計 し

4 32.6 1 24: 0 0 1 2 9. 0 0.82 1. 7 5 2.5 7 

5 3 4. 3 11 2 9.5 0.5 8 1. 5 5 2. 1 3 

6 3 5. 1 11 2 Z 8 0.6 9 1. 7 1 2. 4 0 

7 3 5.5 H 2 8.5 0.53 1. 6 1 2. 1 4 

8 3 4. 9 " 3 0.6 0.6 1 1. 3 7 1. 9 8 

? 3 4. 5 11 3 0.7 0.68 1. 3 6 2.04 

10 3 2. 9 1/ 3 O. 1 0.8 0 1. 3 1 2. 1 1 

1 1 3 4. 4 1/ 2 8.3 O. 7 1 1. 6 4 2.35 

12 3 5.3 /1 2 8.4 O. 7 3 1. 4 3 2.1 6 

3 5.5 /1 2 8.1 o. 7 5 1. 8 9 2.64 

2 3 4.8 /f 3 0.0 0.6 5 1. 9 4 2.59 

5 3 4.9 /1 2 Z 3 0.59 2. 0 3 2.62 

平年 間均 I 3 4. 6 2 4 : 0 0 j 2 ~え O 0.68 1. 6 3 2.3 1 亙 l C 

-・62向



条件(嫌気性消化〉

(高部下水処理場〉

揮散性物質負荷
汚 泥 脱 水

(K9/mY日〉
添 率(路〉 P過速度

し 尿 濃縮汚泥 ぷロ』 計 塩化第二鉄 消 石灰 CK9/nt/時〉

0.54 0.8 7 1. 4 1 3.2 4 0.4 1 4.0 

0.4 0 0.6 4 1. 0 4 3.5 1 8.5 3 O. 1 

0.4 5 0.68 1. 1 3 五5 1 5.8 5虫7

0.33 0.6 2 0.95 2.9 1 4.5 4 4.9 

0.4 0 0.55 0.9 5 3.6 1 3. 7 4 5.9 

0.43 0.5 9 1. 0 2 4. 1 1 7. 0 4 1. 9 

0.53 0.6 0 1. 1 3 4.9 1 9.4 37.8 

0.4 5 0.75 1. 2 0 4.9 2 4.3 2 5.4 

0.4 8 O. 7 0 1. 1 8 6.3 1 7. 6 2 1. 6 

0.52 0.9 3 1. 4 5 7. 0 2 6. 7 1 6.4 

0.4 4 0.9 3 1. 3 7 6.3 2 6.9 17.7 

0.39 0.9 5 1.34 5.0 2 2. 8 1 7. 6 

0.45 0.7 3 1. 1 8 4.6 2 1. 5 2 9.4 

同 63叩



表- 24 汚泥処理試験成緩

試事! し 尿

項
蒸発残留物 強熱減量 B O D C O D 総 墾 素 i

自 PH 
(% ) (% ) (勾/L) (1IIIJ/L) 〈勾/L)

月 最高最低平均最高最低平均最高最低平均 最高最低 平均 最高最低平均 最高最低平均

4 8.8 7.0 8.5 6.1 2.5 3.8 71.7 46.1 65.1 14，900 7，940 11，500 a320 6500 7.380 13，700 5，5 70 7，820 

5 8.6 8.1 8.5 3.5 1.3 2.8 86.9 60.7 68.0 15，700 4JJ20 11，400 7，920 3，540 、440 4.860 940 3，560 

6 8.7 8.0 8.4 4.0 2.6 五五 70.0 56.7品5.4 17，400 10200 13，700 8，920 4，950 6，710 4，960 3，980 4.630 

7 8.4 7.5 8.2 五4 2.1 2.7 67.4 58.3 63.0 12，900 8，580 10，800 6.430 え570 5，040 5，410 3，440 4，560 

8 8.5 8.1 8.3 五8 2.4 3.3 68.6品。夕、 65.0 17，600 9，950 13，800 7，540 4.800 6.日70 6，510 4.640 5，580 

? 8.2 7.8 8.1 4.1 2.6 2.8 64.9 61.4 6五2 18.700 11，100 15，400 9.220 5，420 6.370 4，93司 五ル870 4，4 70 

10 8.5 8.2 8.4 4.0 3.0 五4 68.5 62.8 65.8 24，500 12~00 17.100 9.060 5，550 7.240 5，870 4.230 4，870 

11 8.6 8.3 8.4 五9 2.6 3.2 67.5 58.9 63.5 21.700 7.940 12.000 8，930 4.280 ム.970 6.480 4JJ20 5，640 

12 9.0 8.3 8.6 五 2A ゑ3 69.4 61.0 65る 15.700 8，580 10，400 aρ60 3，100 6.330 6.300 1.900β00 

1 9.0 8.7 8.9 4.1 五2 五8 70.0 66.8 68.2 21.200 15.000 17，000 8，720 5，480 7.480 ~50 5.120 5，850 

2 9.0 8.6 8.9 五9 2.6五4 70.4 65.1 67.2 17.100 7.720 14.000 8.220 3.920 6.590 5，480 4.740 5D30 

5 9.0 8.7 8..8 五6 1.8 2.8 7五2 62.7 66.9 15.800 7.080 11，700 10，100 4.150 6.150 ム750 え200 4~70 

年 陪 .岨 叩8.5 ー “主2 -65.6 四
ゆ 1え200 四 叩 6550 叩

制 64“



- 1 (し尿・ 3長線汚泥〉

(南部下水処理場)

猿 続 汚 泥 脱 磁

硫化水素濃度 (ppm) ガス書度比
アンモニア佐重量素 アノレプミノイト笈諜 蒸発残留物 強熱波最

PH 溶液量令。〆hr)
(1IJJj/1.-) (巧/1.-) (% ) (手話 〉

ガ〈スm'/1発lT生〉最発生ガス 処理ガス

|最高最低王子均 最高最低平均 最高最低平均|最高最低平均最高著書量低平均 最高最低平均 最高最低平均最高最低平均

4，740三240 3，880 1，310 850 1，150 8.6 6.4 6.9 9.0 3.7 6.5 68.4 41.7 49.9 2，700 500 1，510 700 100 320 0.24 0.14 0.18 

3，540 150 2.360 820 385 67む 7.0 6.3 6.7 9.0 5.6 6.6 4ι5 32.9 41.1 800 250 530 5 。110.28 0.15 0.18 

3，730 2230 3，220 1，170 880 1，000 7.0 る.5 6.8 8.6 5.2 6.6 46.0 28.6 39.7 555 200 365 。。01 0.32 0.16 D.20 

3，570 2，250 2，840 1，090 650 890 8.2 6.4 7.1 7.3 5.6 6.2 41.0 3五538.4 290 144 190 D 日 010.34 0.1 7 0.22 

3，920 3，050 3，550 1，370 900 1，130 7.1 6.] 6.9 6.0 4.8 5.4 42.7 36.4 40.1 355 275 305 8 D 010.37 0.13 D.22 

3，700 3，120 3，330 1，020 る60 810 7.0 6.1 6.7 5.5 五 4.946.1 42.0 4五6 250 150 180 。自 01 D.29な130.18 

4.360 3，090え550 850 710 810 ι6.6 6.8 5A 3.9 4.6 49.4 4五7455 380 150 270 。B 010.23 0.12 0.1 7 

4，990却 80 4，580 1，360 800 1，040 る.9 6.7 6.8 6.9 4.0 4.8 49.1 39.1 46A 300 200 260 D 。010.26 0.14 0.19 

4，75日 1.29日三490 1，080 300 870 7.1 6.5 6.8 4A 五 4.1 51.8 48.1 49.1 900 450 620 。。OlO.28 0.14 0.17 

4，54日三3804ρ40 1，260 980 1，060 7.0 6.4 6.8 5.9 4.5 5.4 50.宇 46.148.9 710 390 590 1 。010.51 0.13 0.17 

3，910 3，390 3，630 1，050 9 70 1，0 1 0 ふ 6.5ι7 7.3 五 5.751.1 44.4 48.3 1，000 400 675 40 。810.33 0.14 0.20 

三品40 1，830 2.650 1.250 550 840 6.7 6.4 6.6 6.6 5.3 5.7 49.3 43.1 47.日 500 250 380 日 。010.21 0.12 0.16 

.胎
- 3，430 明 940 四 ι8 句 5.5 -44.8 ゆ 49日 ー叩 時 27 伊 ー な19

-65-



表… 25 汚泥処理試験成緩- 2 

試料 f南 イヒ 汚 泥

項

8 PH 蒸発残留物(%) 強熱減量(%) 

λ 第一系列 第一系列 第一系列 第 系列 第 系列 第 系列

月
{連
最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最為最低平均

4 7. 7 7.5 7. 6 7.77.5 7.6 11.6 4.2 6.5 5.4 4.0 4.7 45.5 41.1 4五5 47.5 42.2 45.3 

5 7.9 7.5 7.7 7.7 7. 6 7.7 16.3 4.6 8.8 11.4 五6 6.4 41.8 36.7 38.9 4五1 38.0 41.0 

6 7.8 7.6 7.7 7.8 7.6 7. 7 15.010.912.9 11.8 7.3 9.0 42.1 3 1.2 36.4 41.035.838.1 

y 7.7 7.4 7.6 7.7 7.4 7.6 12.8 呪1 10.9 12.6 8.1 9.5 36.8 34.0 35.2 38.9 32.0 35.4 

8 7.7 7.6 7.7 7.7 7.5 7.7 1五日 8.5 10.4 14.5 6.3 虫5 39.2 3五6 36.0 40.0 35.4 37.8 

? 7.6 7.3 7.5 7.6 7.3 7.5 10.9 7.3 8.8 立 6.7 8.2 37.8 34.3 36.4 37.5 36.4 36.7 

10 7.7 /.5 7.6 7.77.57.6 10.1 6.1 8.0 11.8 4.2 6.1 40.5 37.1 38.9 41.6 37.2 39.9 

11 7.6 7.4 7. 5 7.7 7.4 7.6 1五5 5.2 8.0 9.8 五? 5.0 42.9 35.9 40.0 4五5 36.7 42.0 

12 7.7 7.5 7.6 7.7 7.4 7.6 8.1 五日 5.1 12.7 五7 7.6 44.9 39.7 42.6 44.6 36.5 41.3 

1 7.8 7.6 7. 7 7.8 7.6 7.7 8.6 五 5.1 5.3 五 4.2 45.737.64五5 47.5 4五5 44.9 

2 7.7 7.5 7.7 ス? 7.6 7.8 5.5 4.1 4.5 5.8 五 4.6 46.1 42.2 4五品 45.2 42.5 43.5 

5 7.8 7.6 7.7 7.7 7.5 7.6 5.4 4.0 4.6 6.1 4.4 5.1 4五2 40.6 42.1 4五6 40.4 41.8 

年 問 7.6 四 7.6 ー 7.8 知 6.6 - 39.8 時 40.6

-6 6 



(消化汚泥，洗浄汚泥，脱水クーキ〉

(湾部下水処濠場〉

洗 浄 汚 泥 脱水ク キ

総 塗 ~ (勾VL)
蒸発残留物 強熱波量 蒸発残留物 強熱減量

PH 
(% ) (~揺〉 (%) (第)

第一系列 第一系列

最高最低五r- :l時 最高最低平均開高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最高最低乎均 最高最低乎均

4JJ50 5.38日三6705.150 3，43日 4.430 11.6 7.8 9.2 7.8 7.5 7. 7 4五1 35.1 40.7 37.9 3五5 35.2 39.8 35.1 37.5 

5，380 1.900 4ρ00 5.47口三5704，220 9.3 7.4 &1 9.5 7.6 &2 41.3 3五8 37.7 39.8 32.9 35.7 39.6 30.2 34.5 

6.230 4，290 4.970 5.060乙670 3，870 &2 7.7 7.9 11.0 6.3 &4 3&5 29.2 34.3 39.1 32.5 36.7 3&4 30.2 3五2

3，540 3，490 3，520 4.480 3，670 4.190 &0 7.0 7.7 12.5 &0 9.5 32.2 29.8 31.0 41.5 37.2 39.5 30.3 25.4 29.0 

4.130え5203，830 4，220 2，890え560 &0 7. 7 7.9 10.3 6.5 &9 35.9 31.0 3五2 35.8 3五8 34.9 32.9 2 9. ~ 3 1. 2 

4.170 2，640 3，460 ゑ8202，39自主170 7.9 7.3 7.5 主 7.3 &3 34.7 31.3 3五d 36.1 32.6 34.2 31.8 24.2 29.4 

3，750 3，060 3，460 4.570 2.680ミ220 7.9 7.7 7.8 虫3 5.7 7.6 3&5 3五4 35.4 3 4.4 2 7. 8 31. 3 34.5 29.5 32.0 

5.320 2.8 70 3，160 2.830 2.250 2.620 &7 7.6 7.9 6.8 6.2 6.7 41.3 37.3 39.9 30.8 27.2 29.0 41.4 32.7 37.1 

2970 2.780乙8504.440 2，960 3，品50 &0 7.7 7.8 7. 3 4.3 6.3 40.7 35.2 3&6 3 2.5 2 6.1 2 9. 3 49.6 33.6 36.6 

3，400 2.8 70 5.330 ゐ4602.550 2990 &3 7.9 &1 6.4 4.0 5.0 4五9 40.4 42.2 32.1 25.3 27.9 5虫1 3五五五6.8

ゑ360乙5002β70 ミ6302.720 3，190 &3 7. 8 &0 5.7 5.0 5.2 42.9 3虫4 41.6 30.9 24.8 27. 3 39.8 31.8 36.6 

2，940 2.100 2.560 ゑ3502.510ミ070 &1 7. 7 7. 9 6.2 5.0 5.7 4五o3&8 41.2 29.9 26.1 27.5 39.1 34.5 37.0 

- -3，470 ー 岨ゑ520 四 &0 国7.3 四
四 37.5 - ゅ 32.4 問
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表 26 汚泥処理試験

PH 蒸発残留物(%) 強熱波議(%) B 0 D (TIIfJ/t) o 0 D 

第一系列 第二系列 第一系列 第二系列 第一系列 第ニ系列 第一系列 第一系列 第一系列

最最平最毒霊平 最最平最長主王子 最最司王最長塁王子 最最五F 章受最平 最最エF

高低均言語低均 高低均高低均 言語 i氏均諸事低均 高低均 EZ 低均 高低均

4 z7 7.5 7.ι 7.7 7.5 7.6 五4 2.8 S.2 2.9 2.7 2.8 4ι.3 42.0 44.2 48.4 43.4 45.6 2.9守口 2.630 2.800 ゑ19口2.3502.830 7.900 5.040 6.000 

5 8.0 7.6 7，7 7.8 7.6 7.7 3.3 2.4 2.9 2.9 2.2 2.6 44.5 40.0 41.2 44.4 39.5 42.1 3，100 1.900 2.550 2.790 1.520 2200 6.000 4ふるo5.050 

6 7.8 7.6 7.7 7.8 7.6 7.7 五12.7 2.9 3.0 2.5 2.8 43.3 37.1 40.0 4五539.741.12よS101.650 1，930 2.550 1.410 2.000 ム品004，390 5.230 

y 7.7 7.4 7.6 7.8 7.4 7.6 3.3 2.1 2.9 五2 2.3 2.8 45.337.339.3 40.8 37.7 39.0 2.330 1.350 1，800 2.500 1.530 1，9∞ 5.160 3.570 4，4鈎

8 7.8 7.5 7.7 7.8 7.6 7.7 3.1 2.3 2.7 2.8 2.1 24 40.1 38.2 3立241.937.9 39.5 2.79日 5301，500 2，400 980 1.7ω ω30 3，590 4，/，70 

? 7.7 7.3 7.5 7.7 7.4 7.6 2.8 2.1 25 2.8 2.1 2.6 40.2 37.6 3呪14 0.7 37.9 39.2 3.240 850 1，830 え690 8102D10 品.890弘904，720 

1 0 7.7 7.5 7.6 7.8 7.5 7.7 2.6 2.1 2.4 2.6 2.0 2.4 40.6 37.5 39.4 41.0 37.2 39.5 2ゐ301，190 1.880 2.260 1.240 1.810 5ふ503β∞4，390

11 7.6 7.5 7.6 7.6 7.5 7.6 2.4 2.1 2.3 25 2.2 24 43.2 40.741.6 42.8 39.641.2 2.300 1.560 1.930 2.530 1.850 2220 4.580 3.570 4.150 

12 7.7 7.5 7.6 7.7 7.5 7.6 2.3 2.1 2.2 2.6 2.1 2.4 44.6 41.0 424 4立241.944.52.110 1，660 1，790 2，390 1，530 1，870 8.000 4ρ00 4.53日

1 7.8 7.6 7.7 7.8 7.6 7.7 2.5 2.1 2♀ 2.9 2.0 2.5 45♀ 42.9 44.0 46.8 4五o45之 2200 1.670 1，920 2.780 1.590如何 6，Q80 3， 720 4.620 

2 7.7 7.5 7.7 7.9 7.7 7.8 2.8 2.4 2ゐ 3.1 2.6 2.8 45.6 42.4 43.7 44.3 43.0 4五?2.500 1.790 2ρ60 2.550 1.940 2.310 5.510 3，890 4.900 

3 ス9 7.6 7.7 7.8 7.6 7.7 2.7 2.3 25 五2 2.7 2.9 44.1 40.6 42.6 4e九041.342.72.260 1，440 1.880 3.250 1，840乙2506，310 3.400 4.600 

年間 知-7.6 7.7 2.6 '2.6 -41.4 昨叩 42.0 -1.9守口 叩 2.100 情ヰ，780
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成績 3 脱離液〉

(南部下水処理場〉

Cmg/t) 総窒素 (mg/，t) アンモエア性愛素 Cmg/-t) アルプミノイト雪量素(吻/，t)

第二系列 第一系列 第ニ系列 第一系列 第二系列 第一系列 第二系列

高 E:li f :|;::iif :i;;:iiz;lzz: 
ふ080 4540 5.410 五日40 2，9 0 0 2.9 70 3，6 30 2β10 3.110 1.950 1.480 1.790 …o問
5.760 3，900 4.650 2.770 2.480 2.630 2，960 2.760 2，830 1.760 1，600 1.670 1.960 1.700 1.9001 550 470 5101540 41臼 430

5.950 4.010 5.000 2.720 2210 2.460 2.880 2200 2500 1.る10 1.420 1.510 1.800 1.450 1.5801 750 520 6501760 4.:10 620 

5.100 ゑ880 4.430 2.690 2.190 2.400 2，590 2.170 2.370 1.550 1.330 1，410 1，430 1.320 1.3801 540 360 4801500 400 450 

4.950 2.760 4.160 2.160 2.070 2.110 2.360 2JJ10 2.110 1.280 1200 1.23011，360 1，140 1之301 530 410 470149白 45日 470

6.310 3，500 4，590 2.330 1，530 1，980 2よ560 1，560 1，860 1，530 1ρ30 1.28011，460 980 1.1701410 330 3901660 370 48日

5，540 3，890 4.450 1，980 1，860 1，920 2280 1，800 1，960 1.2701.2401.26011，3401，11012201410 330 3701430350380 

5260 3，480 4570 2JJ20 1，900 2.020 2，830 1，590 2.130 1，880 1，460 1.67011，800 1，510 1，6301 690 450 5201840 470 620 

5JJOO 3，700 4.380 2.33日 2.110 2.160 2.400 850 1，930 1，4901，3901，41011，580 3001，1001420 380 4201.:160310400 

5.390 4JJ 0 0 4.6 70 2.340 2.190 2250 2.630 1，950 2250 1，430 1，320 1.39011，390 1，160 1ふ901 540 420 4801590 440 490 

5，910 4，780 524012，150 1，900 2.04012.730 2530 2，60011，210 910 1，10011，520 1，360 1，4301 550 440 4901820 520 110 

5560 4，150 5.11012.650 2，180 2ふ5日12.590 2JJ50 22701 1•530 1，220 1.36011，370 920 1.08日11，090 390 570/710 460 580 

時 4，720 - 2270 ー 2.330 伊 1，420 - 1，.:110 -・ 4守口-520 
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1 -5 北部下水処理場

1叩 5岬 1 北部下水処理場概要

所在地 横浜市鶴見区元宮2丁目 6番

敷地面積 60，254nf(18.227坪)

計語交盟面積 2.787ha 

計画処理人口 6 5 2.0 0 0人

計画処理水量

時天時平均処理水量

雨天時最大処理水量

うち第一期分

計画処理人口

晴天時平均処理水量

雨天時最大処理水量

処理方式

2 6 0，8 0 0 niγ日

1， 0 4 3， 2 0 0 mS/日

163.000人

6 5，20 0 mY日

260，800nグ日

活性汚泥法K よる高級処理(ステップエアレ-~曹ン方式〉

湿式酸化法による汚泥皮躍

施設(第一期分)

最初沈殿池

エア1/四シ冨ンタンク

最終沈殿池

濃縮槽

湿式酸化装置

国液分離槽

フィルタ m プレス

長 10.0 m X幅 1五5悦×水深3.3m(4池〉

長38.0悦×幅7.0悦×水深5.0mx  4水路(2系列〉

長 38.0悦×幅 13.5悦×水深3.3悦(4池〉

内径 10.0 mx水深3.5悦，有効容積250n!(2槽)

処理能力 50 0 m3/ 日(1基〉

内径虫 Omx水深3.0m ，有効容積212m3(1槽)

炉過面積83.2nf(2基)

同 71~
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表四 27 績処 理 実

〈北部下水処理場〉

K11 高級処理量 簡易娘撞 総受水量 持雨量 返送汚泥量 汚余(泥mS量剰〕 脱帽Cm3水キ量ヶ) 汚搬泥C，出d坊〕量i C11子〉 C11子〉 Cm3) (棚〉 Cm3) 

i総 量 1，559，730 189，989 1，749，719 99.5 498.β80 11，800 517 2.362 
45年 4
平 均 51，991 6.333 58，324 1 6.6 29 393 1 7 79 

総 量 1，775，920 404之21 2.180，141 168.5 543，110 13，500 523 2.326 
5 
平 均 5ス288 13，039 70，327 17，520 435 17 75 

総 量 1，957，300 369，486 2，326.786 252.0 709，170 18.000 444 1，764 
6 
平 均 65244 12.316 77，560 23，639 600 15 59 

総 量 2.335，780 398.302 2，734.082 146.0 674，080 21，800 496 2，023 
7 
平 均 76.712 12，848 89，560 21，745 703 1 7 65 

総 量 2277，240 410，639 2.687，879 5a5 858210 18，500 437 2.592 
8 
平 均 73，459 13，246 86，705 27，684 597 15 84 

総 量 2，133，4 50 562ρ24 2.695，4 74 120.0 694.530 14，300 453 2.354 
ヲ

平 均 ]'1，1 15 18，734 89，849 23，150 477 15 79 

総 量 2268，770 583，812 2β52.582 90.0 656.580 1 5JJ 00 445 2.556 
10 
平 均 73，186 18，833 92，021 21，180 484 15 82 

総 量 2.0 3 8.310 545，4 05 2.583，715 108.0 590，830 13，200 475 2.635 
11 
平 均 67，940 1 8，102 86，042 19，690 440 16 88 

総 量 2JJ 1222 0 461，1 71 2，4 73，391 34.5 611，4 0 0 16.400 681 2，506 
12 
平 均 64，910 14，876 79，786 19，723 500 23 81 

総 量 2.017，190 324，184 2.341，374 32.0 602.580 12.660 148 1，354 
46年 1
平 均 65，071 10，458 75，529 19，438 408 15 44 

絞、 量 1，849，100 370，168 2219，268 50.0 589，930 19，300 300 2之46
2 
平 均 66.039 13，2 20 79.259 21.069 689 10 80 

総 量 2，009.830 690，587 2，700，41 7 111.0 668，740 28，100 153 2.6 78 
3 
平 均 64，833 22277 87，110 21.572 906 5 86 

年間 合計 24.234，840 5.3 09，99 0 29，544，828 1，270.0 7，698.040 1202，560 5.3 72 27，396 

ーヶ月平均 2.0 19，5 70 442.500 2.462.0 70 105.8 641，500 16，880 448 2之83

日 平均! 66，400 14550 ! 80，950 I 3.51 21，090 555 15 75 
幽帽剛白幽 恒d ゐ白"・ー-・帽喝噌幽旬楠・噂帥・司
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1四 5時 2 下水試験成績

北部下水処理場K流入する下水は，矢向幹線からは当処理場沈砂泊代入9，末吉本Pよび平安

市場幹線からは末吉本子よび市場ポンプ場を中継して最初沈殿池の手前Kある着水井K流入して

いる o

とれらの流入水の試料採取方法は，末吉，平安市場幹線の下水については着水井のグ山トか

ら採り，矢向幹線の下水は，処理場内の濃縮タンク溢流水まどの雑排水が沈砂池K流注してい

る関係で道路上の人孔から採取したものである。

流入下水のおODをみると，矢向幹線では 45年 12月より急激K高い健を示していて，江ク

ケ崎幹線の接続と水洗化普及率上昇の影響が明らかになっている。末吉幹線のBOD11査は常K

高い値を示しているが，とれは食品工場の排水による負荷が高いζとを示している。平安市場

幹線のBODイIfiは特に大き左変動はなく，徐々に上昇する傾向がみられる口浮遊物の値で異常

K高い値がみられるが，工事排水が原困と思われる O

4 6年 1月から 2月Kかけて処理水の悪化を来たした。 ζれは 45年 12月末から 46年 1

月初めに悪質工場排水が大量流入し，処理状況特K活性汚泥の悪化を来たしたためであるo ま

た低水温(冬期〉のため回復が遅れ， 3月Kほほ回復した。当処理場は工場排水の流入割合が

常K高<，度々悪箆非水の大量流入があ9，その都度処理水の悪化を生じ，水質管理上かまb

難かしい面があった。

F
h
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2 8 日常試験

度 PH

7.0 106 26 59 

7.0 350 52 133 

21.0 1スg 19.4 4.8 1.0 7.5 6.4 7.1 344 58 135 

7 24.0 1立五 21.5 る.3 2.4 8.1 ふ7 ス1 114 28 67 
g 2る.0 23.0 24.1 8.2 3.4 5.0 7.2 る.5 6.9 152 48 79 
? 24.8 20.7 22.9 る 5.0 5.4 7.1 ふる 6.9 54 20 34 

線 j 10 21.5 18.5 19.9 1.5 3.8 7.4 6.5 る.9 134 52 75 

11 17.0 7.2 6.5 6.9 1 74 30 る?
流 i
12 14.5 13.5 3.4 7.6 ス9 7.4 622 46 227 

13.0 3.5 ス2 ス01 242 26 

2 12.5 5.8 
z. 喧r:;r:; 1 

6.7 7.1 224 110 

6.3 スQ 七五83 28 278 

2.6 8.3 6.8 7.5 160 68 fむ7

3.5 7.3 る.9 ス1 156 22 70 

3.4 7.0 ス1 556 40 166 

? 24.8 2 23.3 五3 丈3 7.0 7.1 104 54 80 

22.0 立3 20.1 スヲ る.7 7.2 214 64 

1 18.3 1る.8 7.0 7.2 160 30 
流口 4.5 13.3 6.8 ス2 534 94 

入! 2.0 7.4 7.1 7.2 432 38 

ふ7 λ3 1，180 58 

42 

スg

4.2 ス5 6.3 58 96 

る 21.0 1 19.9 5.3 2.5 7.3 ス8 ス1I 100 34 76 

23.5 21.0 22.2 5.7 .3.0 7.1 7.0 7.01 128 32 75 

26.0 24.9 6A 4.4 5.4 ス5 6.9 7.1 84 44 65 

I 25る 22.2 23.8 5.3 3.1 4.2 7.0 ス4 1む2 46 69 

22忍 19.5 20.6 5.5 3.0 3.8 8.0 6.9 7.3 100 62 75 

18.7 1 1ふ? 3.9 3.0 3.5 丈? 7.0 スる 134 80 100 

1⑩む 135 6.1 3.6 7.5 ス0 ス2 816 46 218 

る8 80 119 

6.9 7.3 195 40 101 

スs ス3 132 64 93 
7.2 同 100 
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中 試 験 成 績 ( 1 ) 

B O D 
(rm;/L) C1fiVme) 

最低 最 i忌 平均

102 69.8 88.5 133 48.9 67.2 8.000 3，100 5，600 

8五7 43.8 63.5 6Z 7 32D 49.2 82iJ 00 4AOO 52，000 

7ス8 23.6 60.1 7五1 24.7 93，000 4，100 49，000 

90.8 39.5 6Sえ4 63.1 30.9 49.0 190，000 1 6iJ 0 0 95，000 

89.0 34.8 62.4 55.2 28.6 46.1 520，000 10，000 320，000 

52.8 45.6 48.6 42.0 14.2 30.5 1，300，000 

56.3 10.4 41.7 56.3 33.8 42.8 14，000 

210 3ス2 96.5 98.7 44.1 58.9 3，700 800 2，300 

276 53.0 164 108 56.3 83.1 74，000 7，100 41，000 

191 151 167 85.0 56.0 67，000 
207 62.8 137 83.7 55.1 66.3 28.000 6.300 1ス000
180 88.6 120 80.9 49.6 64.1 14β00 2，100 8，000 

93.2 5る.2

283 142 204 120 79.6 100 ム900 1，200 4，100 

777 99.2 233 348 48.0 119 230，000 55.000 114β00 

154 2Z9 86.1 105 32.6 724 130，000 12.0 00 70，000 

194 99.4 136 119 61.2 88.6 230，000 16，000 88.000 
241 59.9 140 123 45.9 82.る 640，000 570，000 る10，000

161 122 141 160 6Z3 9五? 1.000.000 
133 101 11 7 109 75.6 86.0 4，800 

279 852 174 122 71.9 98.5 6ス000 21.000 44，000 

489 81.0 243 140 話む.4 38.000 34.000 36.000 

162 116 141 109 50.5 78.8 95.000 
775 135 255 226 る54 98.8 110，000 36，000 73，000 

207 123 152 93.2 72.4 79.6 120.000 74β00 97，000 
四 1る?

138 80.4 110 73.9 53.1 64.3 11.0 00 

140 61.8 103 118 48.9 72.3 130，000 3，100 62，0 00 

87.3 13.4 59.5 86.8 23、4 52.4 130，000 74，000 100，000 

128 51.3 79.6 65.0 49.7 5ス1 240，000 15，000 120.000 
109 4ス2 72.0 66.5 46.5 54る 380，000 24，0 00 200，000 

64 53.8 95.4 102 35.6 55.7 1，000，000 

92.7 44.7 72.0 92.2 43.1 71.6 54，000 

190 43.2 131 98.6 66.6 79.2 38，QOO ス700 23，000 

154 106 137 101 47.4 72.9 57，000 51，000 54，000 

190 127 150 7Z6 61.4 るZ2 49，000 

1る自 8虫8 124 8呪7 43.9 64.2 25，0 00 19，000 22.000 
293 64.1 125 141 48.0 73.8 26.000 25.000 26，000 

酬 105 65.4 140，000 

最 から 北部処理場最初沈殿池手前の藩水井花壇接入t，ζζで矢向幹糠の下水と合流
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句・・
aq---

験

El 透
ネ克 度 PH 

浮 遊 物

C1TI!J/L) 

高最低平均 最高最低平均 最高最低平均

4 五? 0.8 1.9 ス7 6.9 7.3 476 104 254 

5 5.0 1.0 2.4 ス8 3.6 ス1 620 70 219 
最 6 4.8 1.5 2.9 8.4 6.8 ス5 1 74 38 124 
初 7 4.9 0.9 3.0 8.1 スo 7.3 192 32 102 

沈 8 4.6 1.0 ネ8 ス7 6.8 ス5 352 68 125 

殿
ヲ 6.2 1.3 3.0 ス8 6.8 ス2 106 34 77 
1 0 6.0 1.2 3.6 ス? 6.9 ス5 194 56 93 

池
1 1 5.0 1.0 2.7 ス7 6.8 7.3 160 50 108 

流 1 2 5.0 1.0 1.9 7.8 6.8 ス2 508 86 247 
入 ス5 1.0 五1 8.3 ス1 ス5 620 76 182 

水 2 4.2 1.4 2.8 8.8 スa ス6 200 72 
5 4.0 0.8 1.8 ス? 0.8 ス2 438 98 160 

年間 同 四 266 出 ー 7.3 - 同 150 

4 5.6 1.8 3.6 8.5 6.8 ス1 1 32 28 67 
5 ス8 2.8 4.6 ス5 6.9 ス1 84 26 58 

最 6 ス1 2.9 4.6 7.5 スo ス2 86 1 4 54 

初 7 ス8 3.0 4.9 ス6 6.9 ス2 68 1 6 42 

沈 8 6.5 2.7 5.0 ス5 6.7 7.0 88 38 54 

駿
9 スる 1.7 4.7 ス2 6.9 ス1 60 22 42 

1 0 呪0 2.4 5.5 ス6 6.8 7.2 92 32 46 
池
1 1 8.0 2.6 5.1 スヲ 6.9 ス2 74 14 41 

流 1 2 6.0 2.0 3.3 ス6 6.8 7.2 134 24 77 

出 6.8 2.0 4.4 8.4 7.0 7.3 92 26 63 

水 2 5.0 1.8 3.3 7.8 6.8 ス5 144 22 63 
5 8.2 1.6 7.8 る.8 7.1 120 34 69 

年間 世 時 ヰ 趨輯 2 時 明 56 
4 37.5 1 0.0 22.7 ス1 6.4 6.9 40 2 1 2 

5 40.0 6.4 ス4 6.9 ス2 40 2 12 
最 る 3虫O 7.0 24.0 7.5 6.9 ス2 28 5 1 0 

終 7 45.5 1 8.0 26.0 ス6 6.9 ス1 ヲ 2 6 

沈 8 45.0 8.7 20.3 ス4 6.2 7.1 1 7 2 ? 

般
9 27.0 9.5 16.5 7.4 7.0 ス1 1 5 4 1 0 

1 0 45.0 8.0 25.4 ス5 6.9 7.1 1 6 ρ7 
池

1 1 42.0 8.0 22.3 ス4 7.0 ス2 1 8 8 
流 1 2 30.0 2.2 1 7.7 7.3 6.8 ス1 22 1 ? 

出 20.0 3.0 8.8 スる 6.8 7.2 58 1 6 30 

水 2 16.0 4.0 8.0 7.6 6.8 ス2 47 4 25 

5 36.0 6.4 1 8.8 ス8 6. 7 ス1 21 4 14 

年間 j ー 申 1 8.3 四 - 7.1 ー 甲 13 

Q
U
 

7
I
 

曲

試常日2 9 
言念園

芸望ミ



中試験成績(2 ) 

(北部下水処理場〉

B O D C O D 大 腸 麗 群 数

(1lUJ/.t) (1lUJ/.t) ({I問/me)

高最 低平 均 最 高最 低平 均 高 最 低 平 均

274 108 167 129 32.2 80.5 1 3，00 0 9，000 1 1，0 OD 

261 89.5 149 167 60.5 93.7 110，000 55，000 75.000 

176 21.0 89.4 96.4 2五7 63.0 1 1 0，000 1 1，0 00 72.000 

21 5 52.3 11 7 1 31 51.3 77.3 1 40，000 1 2，000 64，000 

190 49.7118 136 50.8 81.8 750，000 31 0，0 0 0 530，000 

1 72 30.6104 1 31 34.7 76.2 ー ー 8 70，000 

127 54.5 13.7 ?ス6 56.9 69.7 四 問 1 5，000 

257 50.4 1 53 1 1 1 62.7 78.5 57，000 8， 1 00 32，000 

223 107 1 70 216 25.7 9五3 1 1 0，0 00 ス100 53，000 

1 41 11 6 132 1 1 6 52.3 74.7 四 叫 150，000 

295 1 0 1 156 157 54.6 75.5 29，000 27，000 28，000 

259 108 1 41 137 54.6 ?五4 69.000 2 1，000 46，000 
四

明 133 四 ー 7 虫~8 ー ー 1 62，000 

93.8 50.9 66.5 55.9 27.3 40.2 19.000 700 9，900 

87.9 53.4 68.4 67.3 32.0 42.9 1 70，0 00 40，000 1 20，000 

95.0 44.1 65.4 57.3 1 6.8 38.8 1 90，00 0 36，000 1 1 0，0 00 

1 00 32.8 64.9 5五5 1 7. 5 42.7 4 70，000 1 0，000 220.000 

1 01 41.7 68.0 64.3 25.4 43.9 4 70，000 41，000 440，000 

107 27.5 68.0 6立る 16.8 43.7 四 同 2，000，000 

84.2 21.3 50.3 5五5 2五0 38.1 国 - ス000
109 28.0 69.7 60.1 24.9 40.3 59，000 1 3，0 00 

134 58.4 1 02 1 03.0 31. 9 51.0 87，000 1 2.0 00 50，000 

144 67.8101 82.2 26.6 50.1 同 時 1 00，000 

1 81 75.8 10 7 7つ.1 36.6 47.2 1 4，000 呪900 1 2，000 

95.8 4五5 64.7 106.0 30.6 53.9 2 7，0 00 23，000 25，000 
叩 吋 74.7 国 申 46.1 岨 四 261，000 

12.6 1.8 4.4 13.7 5.2 7.8 ろ，900 1 1 0 200 

7.3 1.0 五2 1 1.1 5.5 ス7 5，600 850 2.000 

6.2 1.0 3.4 1虫1 5.4 ス6 9，500 750 5，000 

4.4 1.5 3.2 9.8 4.8 6. 7 8，200 570 3，100 

5.8 1.9 3.5 14.9 5.1 7.5 4，000 2，600 え300

1 1.2 3.9 6.2 1 5.2 3.9 8.3 四 四 1.500 

a5 1.6 4.2 12.4 4.4 6.7 四 四 330 

16.3 1.8 スo 1 0.9 5.2 ス2 490 270 380 

7.3 3.8 6.3 1 9.4 6.0 9.7 230 50 140 

59.6 9.8 33.7 41.6 1 0.0 21. 9 叩 四 る，700

39.3 10.3 22.6 35.5 11.3 21.6 9，800 450 5，100 

25.5 5.8 12.4 29.9 6.0 13.6 590 1 1 0 280 
四 四 9.2 四 ー 10.5 時 叩 2.34 

叫 79四



3 0 

45 5931 3.8 る2.8 97.9 10.3 

る76 ふ110 108 12.2 

3 同 62.1 127 13.4 

2.る 90.8 140 11.8 

2.1 77.5 110 16.2 

379 5.2 111 131 立5

4521 叫 1091201 120.7 

8131 48.5 76.81 12.1 

4331 81.61 10.9 

ふ21 74.ヰ 74.4 14.5 

8.8 

98.5 15.0 

2.6 87.3 

5.1 109 135 I 22.9 

7.1 四 89.31166 22.7 

7.2 741 7 497 1.6 55.0 82.0 14.5 

4.6 642 54 234 1.0 4五る 94.2 12.7 

2.31 7.115601376 184 71 305 3.0 61.7 66.9 14.0 

445 189 85 5るむ 自 70.3 117.0 17.4 

30.81 11 7 5 493 ス1 8.0 3.1 8.5 

26.5 7.1 i 4081 344 る4 5 339 6.4 7.4 3.7 る8

15.3 I 120 8.5 10.0 4.2 7.4 

冬!口5isz ス 500I 393 1071 271 36る 由 1 7.1! 1ス8 11.4 
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試 験 成

〈北部下水処理場〉

日露/me)

5.る 。 42 0.18 0.20 0.18 25.000 

3.31 22 0.00 4.4 10.5 0.35 0.51 0.87 1，000.0 0 0 100，000 

4.6 2.6 な01 16.3 18.8 0.17 0.60 1.80 670，000 75，0 

4.1 3.0 0.72 1.00 1ふg 9.5 乱10 190，000 2.700 

5.9 4.9 O 86.9 0.13 0.49 1，100，000 56.000 

4.1 I 5.4 I 0.02 37.0 0.4 4 0.4 71 1 3.50 I 7，000β001 350，000 

る.8 5.4 0.11 1.83 93.8 25.6 8.1 5.64 2.800，000 150，000 

8.7 5.3 0.01 0.06 84.8 1 官~6 12.8 0.321 0.21 8.78 500.0 00 8弐000

5.0 4.6 9 o 1295.0 11.2 4.5 0.55 立21 0.31 1，000，000 44DOO 

2.6 4.1 0.02 0.05 1104.0 ふ4 10.る なるお な21 1.11 1，800，0 00 27，000 

5.91 3.8 0.11 スヰ 1 る 530，000 51，000 

立21 4.4 む.12 I 0.1 1 11 52.0 急2I 1 0.22 2.79 I 540，000 34，0 00 

6.91 G o t 209.0 一 0.27 0.62 1，200，000 79，000 

7.81 0.04 111.0 一 0.81 ス20 2，300，000 2る0，000

6.71 5 1.83 122.0 明 0.50 5.08 1，200.000 83，000 

双31 1 I 0.061134.01 13.0 20，000 

6.81 丘11 日i 日，212.0I 52.000 

10.4 I 明 10.1 8 I 2.30 I 2ふ00，000I 594DOO 

021 I 1.50 1132.0 I o I 10.1 I 四 0.15I 1.81 I 920，000 66，000 

o I 0.05113色G 350，0 00 15，000 

0.08 198.0 50，000 8200 

四 la821156|
30，000 ， 5，700 

4.631132.0 3.7 -1 0.041 1.09 4，700 i 250 

“81-



表 3 1 2 4 

i ¥去数台¥(OC)

|試料ヤ品川最高最低平均|最高最低平均i最高最低平均i最高最低平均
矢
向
幹
線
流
入
水

夏

秋

冬

8.2 2.2 25.5 24.2 24.9 ス1I 120 5.7 ス4 6.9 26 

16.0 13.9 2.6 虫1 7.1 

6.6 

0.2 1.4 ス5182014.9 72 239 

40 272 8.0 13.5 12.0 13.1 9.5 0.6 3.7 7.4 11.330 
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8
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つι

円

4

4

E

4

2

春

夏

秋

冬

春 I22.3 20.3 21.2 I 9.4 2.6 4.9 1 8.2ω7.1192 18 60 
平幹
安塑|夏 I29.0 24.5 26.2 I 9.5 2.8 4.9 I 7.5 ω 7.11160 18 59 

市文|秋!ほ8 13.7 14.91 勾1.2 2.2 j 7.7 おスoI 216 22 92 
場水 i

冬 j13.0ω12.0 I 7. 9 2.7 4.3 I ス4 ~O &9 I 152 4o 91 
春 22.0 20.0 2ωI 5.8 1.6 五1I 7. 6 6.8 7. 2 I 328 2 0 1 0 5 

最流
初 i夏 I26.2 2丘o 25.71 2.8 0.9 1.81 7.5 6.9 7.1 I 466 56 219 
沈入!
殿 I;秋 5.4 1五8 1 4.4 j 1.5 0.2 1.0 I引ふ2 ス311，055 36 319 
池水 l

冬 3.0 11.8 12.31 5.0 1.4 2.6 j 7.7 6.5 7.1 j 372 82 176 

春 21.0 20.5 20.71 6.2 2.8 4.21 7.7 6.9 ス2I 64 4 50 
最流
初 i夏 12丘o 26.0 25.71 6.5 3.る 4.6I 7. 3 6.8 7. 1 I 1 60 1 4 54 
沈出 1

殿 i秋 I1 5.5 1 2.8 1 4.4 1 3.5 1. 5 2.3 Iス5 6.7 ス11 214 24 71 
地水 i

冬 I13.0 11.5 12.1 I 5.4 2.3 3.8 Iス7 6.7 7.11152 42 85 

春 I21.8 20.5 21.0 1 42.5 19.6 30.8 Iス4 7.1 7.31 10 
最流|
終 i夏 12ス5 25.5 26.1 I 4 5.0 1 4.4 2 6.5 I 7. 3 6.5 7. 1 I 1 0 
沈出 i
殿!秋 I15.5 13.2 14.71 23.0 10.0 15.3 j ス5 6.8 ス1! 16 
池水
乞 13.5 10.7 12.5 13.6 6.0 

(述) 春季昭和45年 6月10......， 1 1日

夏季昭和45年8月23......，24日

8.8 ，ス5 スo 7.1141 15 27 

秋季昭和45年 12月2""-'3日

冬季昭和46年5月10""-'11日

自 82由

時

最

1( 

45 2~ 

25 

19 

32 

18 

5 6. 

5 ふ

る 9.， 



間 試 験 績成

〈北部下水処理場)

B O D C O D シ ア ン 亜 鉛 ク ロ ム

(1llff/L) (1llff/，t) C1llff/，t) (1llff/乙〉 (mg/，t) 

最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最高 低平均 最高最低平均

100 155 63.3 5ス2 17.0 44.4 0.76 0.02 0.18 0.4 0 0.02 0.18 0.74 0.02 0.20 

233 21.5 97.9 168 28.6 62.8 1.92 0.02 0.35 1.52 0.20 0.87 1.38 0.03 0.51 

250 19.4 108 235 30.0 100 0.39 0.03 0.1 7 6.48 0.72 1.80 2.28 0.14 0.60 

199 54.4 127 76.6 33.9 62.1 0.31 0.02 0.10 ス68 0.68 3.65 2.28 0.10 0.86 

320 42.0 140 146 37.5 90.8 2.04 0.01 0.60 1.1 8 0.12 0.49 0.30 0.04 0.13 

189 39.3 110 157 44.6 77.5 1.20 0.07 0.44 58.00 2.14 13.50 0.72 0.14 0.47 

334 52.2 131 202 43.2 111 0.82 0.01 0.26 19.40 0.68 5.64 1.08 0.10 0.36 

292 7虫8201 136 49.8 109 0.84 0.01 0.32 18.00 1.28 8.78 0.38 0.05 0.21 

132 27.9 76.8 71.1 15.8 48.5 3.20 0.02 0.55 1.03 0.01 0.31 0.49 0.03 0.21 

136 24.6 81.6 75.0 30.4 50.3 4.36 0.04 0.68 1.62 0.40 1.11 0.69 0.02 0.21 

118 26.0 74.4 146 31.0 74.4 2.92 0.00 0.44 2.62 0.64 1.26 0.46 0.02 0.16 

200 58.6 141 109 35.3 7全7 0.65 0.01 0.21 6.32 0.80 2.79 0.40 0.03 0.22 

204 38.2 98.5 132 2虫6 66.4 自 時 自 国

四 0.62 国

自 0.27

466 66.5 1 79 139 39.3 87.3 同 同 叫 ー 同 ス20 申 - 0.81 

198 41.4 135 197 39.4 109.0 自 時 ー 自

四 5.08 ー 自 0.50

238 77.3 166 125 44.4 89.3 開 同 山 司
間 2.90 間

四 0.42

128 32.4 82.0 76.0 3五6 55.0 国 四 四 司 向。24 同
四 0.14

147 66.4 942 68.0 19.6 43.6 同 四 同 四
四 2.30 時

間 0.18

115 31.8 66.9 109 32.9 61.7 同 国 四 同 ー 1.81 四 - 0.15 

168 62.0 11 7 88.7 46.4 70.3 四 四 国 同
四 2.13 同

四 026

6.1 1.2 3.1 虫5 6.4 8.0 ー 自 国 四 国 0.09 ー 四 。
6.3 0.1 五7 9.2 5.1 7.4 相 四 四 由 畑 1.36 同 - 0.02 

9.4 1.9 4.2 13.1 6.4 10.0 間 同 ー 四 ー 1.09 四 目 立04

25.5 9.2 17.0 I 20.6 12.4 1 7.1 四 同 間 四 四 1.80 .耐
自 0.10

z-叫
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1同 5-3 エアレ四シ曹ンタンク試験成績

ヱプレーシ軍ンタンクの水質試験はエアレ申 γヨンタンク混合液なよび返送汚淀Kついて行

なった。エアレ四シヨンタンク混合液は第4流路(出口〉から採取し返送汚泥はエアレ四シ苛

ンタンク流入前の返送汚泥水路より採取した。試料採取は毎日行なった。

下水のBOD値の上昇氏伴いBOD負荷が徐々に増加し，本年度後半Kはほぼ良好走値K保

たれた。夏期(7""" 9丹)VCSVIが300前後と非常に高い値と在ったが処理状況は特K悪

化しまかった。 46年 1月に処理状況が悪化し生物相も急変した。また水温が低い時期であっ

たため処理状況の回復は 3月まで遅れた。生物相では 1，....， 3月にかけて，一般に出現しまいべ

ん毛性のアメ m パが発生した。

汚泥の返送率は施設の制限(最終沈殿池と返送汚泥井との水位差維持〉のため平均30%以

下Kするのは難かしかった。当処理場は流入下水量の時間変動が大きく，返送汚泥量が比較的

大きいためVCMLSSの時間変動が大きく左 9，最終沈殿池氏対する負荷が急激K変化して操

作上困難ま面があった。

-87岬
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ヱアレ四シ軍ンタ y ェク携

月 汚泥自

ま3

(器〉

最低平 高 低

4 8.7 立る 5，2 27.0 192 51 74 23.9 64 11.8 

5 4.4 3，1 む 251 る9 115 14.3 五? 全2

る ス 25 20 62 少司 11.3 2.9 6.0 

る3304 15.2 3.7 7.0 

135 322 9.2 3.8 6.7 

1 277 13.5 五3 6.5 

2，9 156 58 73 1 64 8.0 

2，38む 48 る? 8.4 4.0 10.3 

12 ス之 る 1 丸?むs る.4 68 54 63 14.1 3.2 7.0 

7.5 ふ7 3，1 1，420 2，330 31.0 122 50 75 11.3 2.7 6.2 

立2 5.6 13，0 1，740 2，280 2る.5 13.0 18.5 94 65 82 13.8 2.5 6.8 

3 I ふる 2，830 1，420 2，190 49.0 全526.5 205 40 126 12.8 2.4 6.5 

時 6.9 調齢 a脚 時 7.7 

zd 
zJ 
エアレ叩シ
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宮 ン タンク試験成績

〈北部下水処理場〉

総、 数 活組盆効/総数 i優占MLSS. 生物

(ffVml) (弱〉

敢 高 低

平均最高最低平?均41| N1Ao s 

0.25 0.33 I 
rticella 

45，900 1.780 11，4 00 I 1 0 0 7 7 
pi di s ca 

2む ヲ 1410.48 0.26 0.36 I 89.700 9，430 355001 76 10 
4 1 IVO r t i ce 11 a 

Litonotus 

39 1 1 6 I 0.61 0.23 0.40 I 51，500 13，000 35，0001 96 17 
73 !Vorticella 

Litonotus 

4 1 1 4 28 10.73 0.24 0.42 49，200 ム7る8 16.0 0 0 100 65 
80 Asp i di s Ca 

33 1 3 19 I 0.6 8 0.31 0.4 6 I 11，300 え840 るふ90100 43 83 
Aspidisca 

39 1 8 2 7 I 0.74 0.2 0 O. ~ 7 I 50，400 00 15200 100 66 81 
Aspi di sca 

Volticella 

23 7 16 1
1
0.55 0.15 0.34 I 1 8.000 9，520 45，4001100 57 8 71

Aspi di 
Vorticella 

35 9 23 0.70 0.18 0.44 96.600 43.60 58，400 97 34 51 
Aspidisca 

A<:.ni rlI見r
32 18 25 0.83 0.25 0.54 126，000 4，400 6る，100 92 44 

63 19 33 10.88 0.44 0.65 I 64，400 37，300 45.4むむ 100 

るる 22 34 11.1 7 0.44 0.68 I 64，400 14之00 33，700 19 G 
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1 -5 -4 下水汚泥試験成績

1. 下水汚泥

下水汚泥関係の試験は余剰汚泥Kついては毎日行った。余剰汚泥は汚泥返送水路から採取

し，濃縮汚泥は濃縮槽から予備貯留槽K移送後携持したものを週2回採取した。最刀沈殿池

汚泥は着泥井K沿いて週2回採取し，平均的試料を得るため日(!c2回試験を行った。

最初沈殿池汚泥は濃度が大きく変動し，従って濃縮汚泥の発生最も著るし〈変動した0

2. 汚泥処理(直接脱水〉試験

湿式酸化装置が修理改造中のために汚泥処理は直接脱水によって行左い，一部は本市中部

なよび南部処理場氏輪送して嫌気性消化を行った。

カーバイトスラリー中の消石灰濃度が変動 (10--30%)するため(!C，カ申バイトスラ

リ由の添加量は随時変えなければならず，薬品添加さ容を一定K保つζとは困難であった。し

かし脱水ケ由キの含水率は平均65%とほぼ満足すべき値であった。

同 92同



表四 34 下水汚泥試験成績

(北部下水処理場〉

~骨一物〈労) I含水率(労〉 強熱減量(%)※ 

最品最低平均最品最低平均 最高最低平均

4 5.6 0.3 2.5 99. 7 94.4 9ス5 40.4 26.8 33.4 

5 3.3 0.2 2.4 ?全8 96.7 97.6 47.1 34.3 42.9 
最 る 1.0 0.2 0.5 99.8 99.0 99.5 45.4 21.3 38.2 

初 7 2.5 0.2 0.9 9 ~え 8 97.5 99.1 59.5 34.9 50.3 

8 3.4 0.4 2.3 ?虫6 96.6 97.7 56.0 51.6 54.3 
沈

? 3.5 0.2 1.4 99.8 96.5 98.6 54.6 38.6 47.4 

殿 1 0 2.6 0.1 0.8 99.9 97.4 99.2 50.8 42.5 45.7 

池
1 1 4.6 0.2 1.5 99.8 95.4 98.5 55.7 48.5 

1 2 6.3 2.1 4.3 ?ス? 93.7 95.7 4ス6 32.5 
汚 1.4 0.1 0.6 99.9 98.6 ?呪4 71.4 42.2 

、泥 2 1.8 0.2 0.6 99.8 98.2 99.4 64.5 48.9 

5 3.9 0.2 2.6 99.8 96.1 97.4 47.9 40.3 

年間 同 自 1.7 四 時 98.3 四 明

4 1.5 0.7 1.1 9 引~3 98.5 98.9 58.1 47.2 

5 1.0 0.7 0.8 99.3 ヲ吹~0 99.2 5虫9 56.0 

余 る 0.9 0.5 O. 7 99.5 ?虫1 99.3 65.5 40.2 

剰
7 0.8 0.4 0.6 99.6 ?虫2 99.4 68.7 54.3 

8 0.9 0.5 O. 7 99.5 ?虫1 ヲ呪3 66.5 47.0 

活 ? 0.9 0.4 0.7、 ?呪6 9 ~え 1 ?虫3 6京3 56.8 

1 0 1.2 0.7 0.9 99.3 98.8 99.1 61.0 48.3 57.9 
'性 1 1 1.0 0.6 0.8 99.4 99.0 99.2 76.0 59.2 6五6

汚
12 1.5 0.7 1.0 99.3 98.5 99.0 61.3 45.4 56.7 

1.2 0.5 0.8 99.5 98.8 ?虫2 72.2 56.9 65.5 

泥 2 1.0 0.5 0.8 99.5 99.0 ?虫2 81.4 64.5 6虫7

5 1.1 0.6 0.8 99.4 98.9 ヲ呪2 6虫1 62.1 64.8 

年間 判 目 0.8 目 四 99.2 ー 四 61.1 

4 8.6 4.5 6.9 95.5 91.4 93.1 44.6 26.7 31.4 

5 5.2 3.9 4.5 96.1 94.8 95.5 48.3 38.1 42.2 
濃 6 5.6 3.4 4.4 96.6 94.4 95.6 54.0 35.1 44.1 

7 5.2 3.0 3.8 97.0 94.8 96.2 54.1 41. 9 48.7 

8 五5 2.7 2.9 97.3 96.7 ?ス1 54.1 50.0 51.7 
縮 ? 4.3 3.4 3.8 96.6 95.7 96.2 50.4 5ス2 4ス0

1 0 4.6 3.6 4.1 96.4 95.4 95.9 50.3 4玉。 45.7 

汚
1 1 5.1 4.0 4.4 96.0 94.9 95.6 52.3 45.2 4虫O

1 2 6.6 3.5 5.5 96.5 93.4 94.5 48.7 32.3 40.4 

1 6.9 5.2 6.0 94.8 93.1 94.0 58.1 42.0 50.5 

泥 2 7.0 4.4 5.3 95.6 93.0 94.7 61.8 43.3 54.7 

5 5.7 4.2 4.7 95.8 94.3 95.3 54.4 37.7 43.9 

年間 四 四 4.7 ー 四 95.3 四 ー 45.8 

業 余剰汚泥については浮遊物K対する%である。

最初沈殿池汚泥，濃縮汚泥Kついては蒸発残留物K対する%である。
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団地処理場



1-6 勝田団地下水処理場

1 -6 - 1 処理場概要

所 在 士塩 横浜市港北区勝田町 2

敷地面積 1. 4 6 4 rtf ( 4 3 3 

処理面積 1 5.5 ha 

計碕処理人口 6，30 0人

計画処理水量

平均処理水量 2.20 5 m3/ 日

最大処理水量 2.8 6 5 mS/ 臼

処理方式

活性汚泥法Kよる全酸化方式

施設

沈砂池

エアレーγヨンタンク

最終沈殿地

塩素滅菌池

長1.8 0悦×幅 3.5悦×水深2.4悦(1池)

長26.4慨×幅 6.0mX水深4.0悦(4槽〉

長 14.5悦×幅 4.0悦×水深3.0悦(2池〕

長 1スO悦×幅1.3 5悦×水深1.5悦(1池〉

1-6-2 水質試験成績

水質試験の対象，項目は表-35"，-， 38vr.示したとまi'.!JであるO

試料の採取なよ ，水混，

処理場。業務委託者である

全課で行在った。

穿 pH.溶存酸素，活性汚泥沈殿率の測定は当

い，その他の項目

活性汚泥は概して沈降性がよ〈ないので，余剰汚泥の発生量を少在くするため，汚泥返

送率を 20 0 'JI;以上K保った。また汚泥返送率を 100'Jl;K下げた場合はヱアレーシヨン

タンクK砕けるエアレーシヨン時間が長〈まり， J:最曝気の傾向となって良好在処理水は得

られず，エプレーシヨン時間は 15時間前後が適当であった O

流入水量公よびBOD，浮遊物濃度。時間変動がはげし(.その影響が処理水水質Kあ

らわれた。
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余剰汚泥。

て

るとと Kよって，
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表-37 2 4時間試験成績

(勝田団地下水処理場〉

流 入 下 水 処 理 水

春 夏 秋 来 春 夏 秋 先

最品 1女。 25.5 1 2.0 1 3.0 一 一 一 一
水 温

1 1.0 I CC) 最器 1玖O 25.5 1 0.0 一 一 一 一
平均 1虫O 25.5 1 2.0 1 1. 3 一 一 一 一

1 6.1 京7 6.0 3.4 1 6.2 41.3 12.0 1 1. 4 

透視度最低 1.6 1.6 1.0 1.4 8.2 12.0 5.0 5.6 

平均 5.9 5.2 2.4 2.5 1 2.0 24.3 ス5 8.8 

最高 8.2 ス? 8.4 8.4 7.0 6.9 ス2 ス5

PH 最低 6.5 6.3 7.0 7.0 6.9 6.8 6.8 6.9 

平均 ス2 ス1 ス7 7.6 ス8 6.8 6.9 7.1 

最高 268 364 430 504 24 1 7 53 32 

浮遊物 最低

(7flCJ/ ，t) 
1 4 64 80 2 5 2 1 8 

平均 1 64 1 40 1 50 207 1 2 1 0 41 1 7 

最高 189 458 501 351 4虫5 5呪8 58.4 58.0 
B O D 

(7flCJ/，t) 
最低 1五8 88.3 150 1 55 9.2 14.8 立6 1 4.2 

平均 1 34 210 271 221 30.5 22.4 33.1 26.2 

:品 95.6 1 54 232 1ス1 14.5 2 1. 4 23.6 
C O p 

〈勾Y，t)
最低 ?立7 41.0 8ふる 74.6 スる 15.5 

平均 4呪O 80.5 152 1 3.7 1 0.3 1ス5 16.8 

最高 67，000 220，000 110，000 150，000 1 0，000 21 0 31，000 25，000 

一般細菌数 最低

永10句協/1)
42，000 30，00 0 ス500 11，0 0 0 1，200 69 21 0 1，400 

平均 55，000 110，000 59，000 50，000 5，600 1 1 0 890 12，000 

最高 9，200 27，000 6，300 1，200 180 23 1，000 220 
大腸蕗群数

(X10河島/j) 最低
1，3 0 0 I 2，3 0 0 I 1 3 0 500 1 40 ヲ 40 97 

平均 700 1 60 260 1 40 

春季 昭和45年 5月20 --2 1日

夏季 昭和45年 8月 12--13日

秋季 昭和45年 12月16........ 1 7日

冬季 昭和46年 3月 17--18日
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表-3 8 度試 成積

減免|強熱 j強烈|、停法吻 It谷解任!裕仔 ivυ 1) B 

1. 2 I 140 

1. 9 I スヰ| 494 i 219 1 354 87.2 

流
544 77.0 

84.1 

252 434 

入 l 円.，... r、r町、

3 8 

290 ス6

134 478 

水 i (九/ r I 寸| r， / () 
593 

360 1 8.5 

8 

21 3 

処
26 

3 463 

3.6 2 303 

35.5 6.9 1 9 1 1 7 

一I1 8.0 zo 20 5 1.7 

1 1 30.0 6.7 384 332 5 379 1.4 

1 8.0 zo 1.260 1.055 i 205 1 2 1.248 I 1.4 

1五5 1 2 I 2871 244 I 43 I 1 5 272 

オく j
る.8 104 I 1 2 I 292 

スa 138 1 20 1 8 129 1 1.3 

ス1 357 77 345 I 1.5 
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)D 

'I!) 

40 

ス2

スG

4.1 

4.3 

1 3 

1 9 

呪5

07 

五5

07 

2.3 

9.9 

7.7 

8.5 

8.8 

3.8 

ス?

ス7

3.2 

1.2 

1.1 

4.9 

8.9 

(勝田団地下水処理場〕

O D ( !アンモ lアルプ
亜性硝雫酸素塩イ ン||油 類 I陰活Aイ性Bオg剤γ 一 骸 大 勝

ニア性 ミノイ
綿 数 群 数

伊if/I!)I (m9/ I!)I (窒míf/~素?) 1(7~ド:g/窒f素〉(mg/ I!) I (mg/れ〈波乱/約作品/I! ) I (7Tlif/ I! ) (1Wn記〕 (偶/明。

420 0.1 8 79.9 46.8 28.5 5，000，00 9，30臼

106 3ス1 I 1 4.7 I 9. 5 6 I 0.0 1 20.6 1 3五8 1 4，0 0 0，00 0 1， 1 00，000 

0.004 0.03 69.5 86.0 26.2 ろ，10 0，000 1，7 00，000 

1 70 66.2 4 1.5 1 1.2 O 0.05 7虫9 15.6 1立? 1 4，00 0，00 0 3，ヲ00，000

267 57.7 1 2.0 34.3 ! 9 9 6呪5 2ス2 25.4 1 2.00 0，0 0 0 3，400，000 

306 73.5 33.2 1 4.3 g a 1 0 1.0 35.4 1烹る 7 3，0 0 0，000 9，400，000 

44.4 1ス8 0.07 0.02 1 0 92.0 21.0 1 6，000，000 3，000，0むむ

218 88.2 36.2 1 7.6 g 0.69 少 24.0 370，000 

253 77.8 28.3 13.5 0.16 0.21 1 33.0 3 O. 5 I 3，2 0 0， 0 0 1 5 0，000 

176 56.6 27.2 12.2 0.18 30 8る.9 2，000，00 1 60，000 

4 90.5 1 3.8 ?立4 0.1 3 1.02 97..3 20.0 I 1 5.2 840，000 13 0 0 

31.3 1五5 2女8 22.2 00，000 270，0 0 

2 27.6 16.4 立2 38.8 21.7 00，000 21 0，0 00 

立3 1 6.9 12.8 1. 9 35 O. 7 ス4 380，000 2，5 0 

1 2.1 1 0.4 1.18 1.94 0.0る 48.7 1.8 1.7 46，000 5.700 

1.2 1 0.4 8.31 1.25 0.20 1.0 3 55.6 6.0 1. 9 2 2，60 

5.5 3.9 O.少 0.05 2.05 5 0.7 1 3，300 

5.0 6.62 1.62 0.22 8 1.1 8，800 780 

4.6 3.55 0.1 1 1.41 62.6 1.4 1.1 11，00 970 

五5 8.0 6.4 1.2 0.07 女。 5立1 1.0 1.4 8，90 990 

2.2 3.1 2.0 0.9 0.06 35.0 69.5 g 1.0 4，60 4 1 0 

1 3.0 ゑ8 1.4 0.03 0.80 62.6 3.4 5.6 30，000 2，800 

12.5 8.7 2.7 0.1 0 6.38 62.6 4.0 3.5 29，000 4，300 

立る ス7 1.5 2.7 0.30 16.3 6虫5 0.6 2.7 5ス000 1 0，000 

4.5 1 1. 4 4.4 2.7 0.0 6 0.94 38.2 0.2 1.5 29，000 8，900 

7.4 役24 6.0 1. 79 0.30 6.24 5呪7 2.3 50，000 3，400 
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1 - 7 ひかりが丘団地下水処理場

1 -7 - 1 処理場概要

所 在 地 横浜市旭亙上白根町郡長坂 795

敷地面 4， 7 2 0 nI' 

処理面積 3 2.8 ha 

計画処理人口 1 3. 5 0 0人

計画処理水量

平均処理水量 5，200 mY日

最大処理水量 史830mγ日

処理方式

活性汚泥法Kよる全酸化方式

施設

沈砂地 長 3.60悦 Xf嬬2.50 m X水深2.85悦(1池〉

ヱアレーシヨンタンク 長34. 0悦×幅 5.00悦×水深3.94悦(8槽〉

最終沈殿地 長 2立O悦×幅5.00悦×水深3.09m(2池〉

塩素波頭池 長 33.0悦×幅1.4 4悦×水深 1.83m(1池〉

1-7-2 水質試験成績

当処理場は昭和44年 12丹から調整運転を行左い， 4 5年 7月から本運転を行まった円

試料の採取なよび気温，水温，透視度， p五，溶存酸素，活性汚泥沈殿率の讃Ij定は当処理

場の業務委託者である目立プラント株式会社が行左い，その他の項目は横浜市水質保全課

で行在った。

水質試験の対象，項目は表42.......45K示したとj;，'>!Jであるo

流入水量が低<，また返送ポンプの容量がほぼ一定であるため1fC，汚泥返送率は 200

lJ/J前後であったが，汚泥の沈降性，生物相とも良好であった。しかしエアレーシヨン混合

液のsv工は除々K上昇する傾向Kあるo

流入水の浮遊物 BOD 値の時間変動がか左D大き<，最高値は著るしく高い値であっ

たが，処理水K影響するととまく，処理水水質は良好であった。
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〈ひかりが丘団地下水処理場〉

:r& Elぷ
流 入 下 水 処 理 オく

春 夏 秋 先 春 夏 秋 冬

一 22.0 1 &0 一 21.5 1 6.0 一
水 温

最低 20.0 16.0 一 1 0.0 1 4.0 一
CC) 

平均 20.9 1 Z 0 1 1. 4 一 20.6 1 5.0 一

一 6.0 8.0 5.3 一 100 50 2ス5

透視度 最抵 一 3.0 2.0 

サ
一 100 50 1 Z 4 

平均 一 4.7 4.0 一 1 00 23.3 

最高 ス6 一 6.8 6.5 ス8

PH 最低 ス3 一 6.6 6.4 6.8 

平均 ス5 ス4 6.9 一 6.7 6.4 697 1 

最高 一 448 624 340 一 +モ 一 5 
浮遊物

最低 24 28 72 一 一 一
(呼VI!)

平均 一 165 182 202 一 一 2 4 

最高 一 51 617 る71 一 4.1 5.4 1 2.1 
B O DI 

1 1 71 最低 一 一 0.3 2.6 4.6 
(勾YI!) 

平均 一 22 272 276 一 2.7 4.4 8.0 

最高 一 1 4 21 1 1531 一 Z4 Z5 1 4.0 
c o D 
(mg./ I!) 最低

50. 547 75.3 一 6.1 6.8 1 1. 6 

平均 86. 9 1. 0 107 一 6.8 

最高 一 240，000 270，000 320，000 520 770 
一般細蕗数

最低 23，000 42，000 3，40 46 3 1 
(X10到蕗.m，t)

一

平均 一 97，000 1 50，0 0 0 I 1 1 0，0 0 一 180 550 

一 90，000 5党000 76，000 一 美栄一 34 520 
大腸藩群数

1.100 4，400 340 ス1 20 一 一
(X10有底〆悦ι〉

平均 一 20.0 00' 23，000 1 5，000 一 1 4 55 

2 4時間試験成積表-4 1 

D

h

∞.寸

的
.
F

Cコ。、

O
O
A
m
d
F
 

F
N
.
0
 

寸
.
吋

0
.寸
的

ふ

的

F

出
.
℃
ゆ

夏季θ項が欠けているりは鰻が低< t 

夏季む項が欠けているのは塩素減菌後。試料であったためはぶいた。

したためう4

昭和 45年少月 30臼......， 1 0月1日

昭和 45年 11月 11......， 1 2日

昭和46年 2月24，.....， 2 5日
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表-4 2 精密試験成積

水温i 透視度 l' Hj蒸発l強熱[強熱(浮遊物 溶解性 溶存
残留物残留物減 物質 酸素

CC) 
(7ll!J/f)…M1MM吋w

10120.8 4.7 ス5I 5 0 2 12  7 5 1 2 2 7 1 1 5 6 1 3 4 6 1 5. 

流 I1 1 1 7. 0 4.0 ス4 505 241 264 1 1 32 1 3731 4.2 

1 2 1五O 2.5 ス9 600 280 1 320 1 204 1 3961 5.2 
入

1 1.0 2.4 スヲ 686 301 385 6.4 

下
2 1 1. 0 2.0 8.0 667 253 414 220 1 447 I 6.0 

水
5 12.0 1.8 ス6 7461 282 I 464 1 376 I 370 I 6.2 

平均 1 4.1 2.9 ス7 61 8 272 342 220 398 1 5.6 

1 0 100 6.7 294 238 56 1.6 

50.0 6.4 333 227 106 5 330 機j“| 
1 2 30.0 6.3 336 236 100 1 1 325 O. 9 

理 21 1 1 79 32 る 205 1.0 

2 16.0 スG 329 237 92 8 I 321 1 1.0 

水
3 26.0 I 6.7 I 2971 226 I 71 I 6 I 291 I 0.9 

平均 4 1. 7 I 6.7 I 300 I 224 I 76 I 2941 1.1 
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(ひかりが丘団地下水処理場)

BOD 続、空素アンモ アルプ 亜硝酸 硝酸性 塩素 油類 陰イオン 一 般 大 勝 菌
ニエア{生 ミノイ 性窒素 空素 イオン 活性剤 細 菌 数 群 数

窒素 ド窒素 ABS 

(1IlfJ/ f) (時!/f)〈勾Yl)(mfl/l) (mlJ/ f) (1明/l)(沼:fI/E)(7.明/f)φfI/l) (イ思/ω 〈イ島/材〉

222 56.8 38.2 立5 0.02 0;05 7虫? 33.2 22.8 矢700，000 2.000，000 

252 43.0 26.2 8.2 0.01 66.0 1 7. 8 18.0 1 5，000，000 18，000 

!被34 65.0 23.6 1 2.3 0.09 0.1 3 7呪タ 23.2 31.0 5，600，000 37 0，000 
338 6ス2 30.0 14.2 0.1 5 0.1 6 86.9 40.8 28.3 5.600.000 220，000 

291 70.4 25.2 1 5.5 0.07 0.98 77.9 36.0 20.5 ゑ100.000 7 1 0，000 

421 7女? 1 7.0 34.9 0.35 0.18 90.4 34.6 1虫O 司500，000 28，000 

276 63.7 26.7 15.8 0.1 2 0.26 80.1 25.5 23.3 8，100，000 560，000 

子

2.7 3.10 1.60 0.60 0.04 5.00 6呪5 。 0.8 一 一

4.3 2.46 1.50 0.89 0.03 17.80 62.6 4.2 1.0 1 8，000 1，400 

1 0.1 3.1 0 1.30 0.80 0.03 1 5.60 66.0 3.8 1.6 62，000 2，200 

一
7.1 20.7 16.3 2.00 0.0 1 1.25 55.6 8.0 3.7 84，000 ス300

12.0 22.6 1 6.7 2.1 0 0.0 6 0.80 76.5 2.0 1.7 64，000 4，000 

~震 ;激“
19.8 16.2 2.20 0.0 1 0.28 76.5 0.1 2.6 240，0 00 2.100 

7.1 12.0 8. 9 1.4 3 0.03 6.7 8 6ス8 3.0 1.9 94，000 3，400 

一 、、札

長
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